No. 1 by unknown
No. 1
雑誌名 国立西洋美術館年報
巻 1
ページ 1-68
発行年 1967-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1263/00000644/
＊．
　　　国立西洋美術館年報
NO，1　　　　　　　　　　　　？
　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　BULLET］N　ANNUEL
　　　　　　　　　　　DU「
MUSEE　NATIONAL　D’ART　OCCIDENTAL
　　　　　　　　　　　＊
つ
　　TOKYO　1967
・　　　　　　　＊
A
目次
発刊のことば　富永惣一　　　1
新収作品目録
購入作品　　　　2
寄贈作品　　　26
事業記録
特別展・巡回展・講演会　　　48
研修報告
絵画修復について　黒江光彦　　　　52
作品研究
ブールデルとアナトール・フランス　高階秀爾　　一60
クリヴェルリ作《ある僧正の像》佐々木英也一一一62
文献紹介
「セザンヌの芸術」　千足伸行一一．．一一65
資料
歳出歳入表・年度別入館者総数職員名簿一一一67
発刊のことば
国、㌧：西洋美術貧llは昭和34年6月に開館して以来、今年ですで
に8年llを迎えます。その間、松万コレクションをtlr心とす
る西洋美術作㍍‘，を常時展覧し、／〉　lIまでに約400万に及ぶ来
観者を迎え，わが国における西洋美術の普及紹介および美i術
教育の振興にいささかの役割りを果たして参りました。また
昭和37年地方巡回展を組織して以来、毎年各地において直接
当館所蔵の美i’lll作品を鑑賞する機会をつくり、地万文化の向
ヒに資することを心がけております、
さらに、毎年各国の政府や芙i術館との協力を得て，海外、渚lkl
より，得難い美術作品を各分野にわたって招来して一般公開
して来ております。当館所蔵の美術品の拡充については，各
年次にわたって適｜Eな海外作品を購人し，或は所蔵家や作者
の御好意による寄贈作1t”1，を受け漸次コレクションを充実しつ
つあります。昭和39年度には美術館の新増設として講堂や事
務宝を加えることが川来，美術館活動を一’層助長させたので
あります，
以ヒのような’jfXi一活動や調査研究について，その成果を報告
するため，年報の公1：llを開館当初より企てておりましたが，
本年よりようやくこれが刊行の運びになったことを喜ぶ次第
であります。年報は当館の常時展覧、特別展等の1拝業報告を
中心とし，さらに西洋美術に関する調査研究の成釆を公にす
る紀要の形をも兼ね備えたいと念願しております。今後，毎
年の続1：ljにおいて、内容の一・層の充実を計り，美術館活動の
発展と美術史的調査研究に対し，一一層の努力を注ぎたいと考
えている次第であります。
国立西洋美術館長
　富永惣一
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新収作品目録
この日録は、1961年「ll行のご国、1∫1西洋美i’1∫館総目
録」に収載分以後1966年末までの期間に’iG館に収
蔵されることとなった絵両・彫刻全作lli，を含む。
作品番号のPは絵両，Sは彫刻，大きさの表示は
縦×横×奥行の順，単位はメートルである。
購入作品
昭和37年度以降，’1］館予算によって購入したものa但し
昭和41年度分は未収載。
セガンティー二，ジョヴァンニ　　　　　　　　　P－321
アルコ1858～シャーフベルク1899　　　　　　　　ブリアンツァの風笛を吹く男たち
SEGANTINI，　Giovanni　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，1．072×1．922
Arco　1858～Schafberg　1899　　　　　　　　　　　昭和37年度購入作品
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ACQUISITIONS　NOUVELLES
Ce　catalogz・te　constitue　la　suite　d　1・10tl・e　Cata－
logue　g6n6ral，　edite　en　1961．　／1　comψγe〃∂
donc　tOlttes　les　oeltVγes　acheti6～s　（？t　dOi〃～6es
dePZtis　cette　date　元〃∫〈71t，d　1αfi〃　de　1，a7〃16e
1966．Le　7Zl〃neγo　♪γ6c（多∂αノzt　C乃〔Z〔με　0α↓τ）re
i〃diq〃e　notre　1・〃‘〃zero　d’i〃ve／ltaire，　P　　6tcm　t
l）oztr　1αpeinture　et　S，カo～〃’la　sculpture．・Les
di〃2e〃sio〃S∫0〃t　do〃ノ形6S　e〃〃2e／〆ρS，1α1？aitte～tγ
Pr6ceda〃「／a　1αノ’9ρ～tノ’et　l（t　1リノ’o．fo〃de〃”．
CEUVRES　ACHETEES
La　liste　CO〃zPI’end　to　Zt　tes　1θS　Oθ～4〃ノ・es　achetees　Paノ’
1θ　budget　de　170tノ’θ　∫しグusee　dePitis　1961ノ〃∫（71t’d　1α
fi7・z　de　1966
P－321
JOUEURS　DE　CORNEMUSE　A　BRIANZA
（BagPipers　at　Brianza）
Huile　SZ‘夕to”e，1／．1，072，L．1，922
／1chat　du　ルTusee　の21963
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クリヴェルリ，カルロ　　　　　　　　　　　　P－322
ヴェネツィア1435／1440～1494以後　　　　　　　　　ある僧iEの像
CRIVELLI，　Carlo　　　　　　　　　　　　　　　　　テンヘラ，板，1．41×o．40
Venezia　1435、／1440～aP「さs　1494　　　　　　　　　昭和37｛1渡購入作品、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年報62頁（：作品filf究》参照
作者不詳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P－323
ANONYME　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴィーナスとキューピッド
油彩，カンヴァス，1．025×0．60
昭和37年度購入作品
レジェ，フェルナン　　　　　　　　　　　　　　P－327
アルジャンタン1881～ジフ・シュル・イヴェット1955　人間と壷
LEGER，　Fern。nd　　　　　　　1938年
Argentin　1881～Gif－sur－Yvette　1955　　　　　　　　　グワッシュ，0．295×0．38
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和38年度購入作品
4
P－322
PORTRAIT　D’UN　EVEQUE
（Portrait　of　a　Bishop）
TemPera　sz‘r　bois，」〔1．　1，41；」L．0，40
A．chごzt∂κルt〃s6e　eハ¢1963
Vo～r　nolre　gtltde　dans　ce　11〃〃’1（i）η，　PP．62～64
P－323
VENUS　ET　AMOUR
（Venus　and　Cupid）
HZtile　Slt1’toile，　H．1，025；L．0，60
／1chat　diC∫↓4Ztsie　en　1963
P－327
L’HOMME　AU　VASE
（Man　with　a　Vase）
1938
Gouache　sur　Papier，　H．0，295；L．0，38
／1chat　duルktseeの21964
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ルソー，テオドール　　　　　　　　　　　　　　　P－330
・・］」1812～ハルヒゾン1867　　　　　　　　　　　コローの肖像
ROUSSEAU，　Th60dore　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，　o．50×o．42
Paris　1812～Barbizon　1867　　　　　　　　　　　昭和39｛1渡購入作9，h
トゥールーズ・ロートレック，アンリ・ド　　　　　P－331
アルビ1864～ジロンド1901　　　　　　　　　　マルセル・ランデの胸像
TOULOUSE－LAUTREC，　Henri　de　　　　　　石版，紙，　o．34×o．26
Albi　1864～Gironde　1901　　　　　　　　　　　　　　1895年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年度購入作品
マティス，アンリ　　　　　　　　　　　　　　P－332
カトー・カンブレジ1869～ニース1954　　　　　　庭の女
MATISSE，　Henri　　　　　　　　　　　　　石版，紙，　o．40×o．57
Cateau－Cambr6sisヱ869～Nice　1954　　　　　　　左一ドに署名，刷番り’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年度購入作品
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P－330
PORTRAIT　DE　COROT
（Portrait　of　Corot）
”『uile　s～tr　to”θ，　H．0，50；L．0，42
／1（ゾ～at　dlt　、Vus彦e～en　1964
P331
MADEMOISELLE　MARCELLE　LENDER　EN
BUSTE
（Bust　of　Miss　Marcelle　Lender）
1895
Litho　s～〃’／）apier，　H．0，34；L．0，26
Troisi2〃～θtirage
∠lchat∂～’Mμs彦θen　1964
P－332　　　　　　　　　　　凡イ　ー－1一　醸墾FEMME　AU　JARDIN　　　　　　　　　　　　　　　　珍認・亨、
（Woman　in　Garden）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦　撒
㌶㌶㌫蹴蒜7H，n，i－M、，isse　　　　潔鱗・
41／50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麹秀90㌧㍍
A吻τ・々・漁・ee・〃1964　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ〕㍉
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ドラン，アンドレ　　　　　　　　　　　　　　P－333
シャトゥーヱ880～シャンブルシー1954　　　　　　ロンドンの橋
DERAIN，　Andr6　　　　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，　o．53×o．64
Chatou　1880～Chambourcy　1954　　　　　　　　　　1905～06
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年度購入作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会：1964年《アンドレ・ドラン回顧展》，ニューヨー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク，図録番号10番
デュフィ，ラウル　　　　　　　　　　　　　　P－334
ル・アーヴルヱ877～フォルカルキエ1953　　　　　べ・デ・ザンジュ
DUFY，　Raoul　　　　　　　　　　　　　　　　　グワッシュ，紙，　o．49×o．64
Le　Havre　1877～Forcalquier　1953　　　　　　　　昭和39年度購入作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会11963年《ラウル・デュフィ展》，パリ
カンディンスキー，ワシリー　　　　　　　　　P－335－1
モスクワ1866～ヌィィ・シュル・セーヌ1944　　　　小さな世界・1
KANDINSKY，　Wassily　　　　　　　　　　エッチング，紙版面o．24×o．195
Moscouヱ866～Neuilly－sur－Seineヱ944　　　　　　版面外右下に署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12点連作のひとつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1922年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年度購入作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会：1963年《小さな世界たち》展，東京，南天子画廊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1963・1．28～2．9）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：高階秀爾《カンディンスキーの小さな世界》三彩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A「o．160，1963年3月り’
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P－333　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、t”㌧　　一　　　　　　　〇．　”　．1　．　・
LE　PONT　DE　LONDRE
（The　Bridge　of　London）
Ht｛”e　s〃1’to～／θ，　H．0，53；L．0，64
Signe　e’2　bas　d　droite
1905～1906
／1chat〔7～‘，1・ク「usee　杉ハz　1965
EXP．　Andr6　Derain　1880～1954，．N’e～↓’Foノ’た〃～；’sビ1～／
＆　．4〔7／（ソ’Ga”の’ies，　1964，　Cat．〃．10
P－334　　　　　　　　’螺塾゜p”…㌔轡熱一・三～
Gouache　SltγPapier，　H．　O，49；L．0，64
／lchat　dttルfusee　en　1965
EXP．　Hommage　a　Raoul　Dufy，　Galerie　I’ont－leoJ’al－
H6tel，　Paris，　1963
1922　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　一．．－sg　　　　　　K’＼
Eau一ノY）〃θsz4γPapier，　H．0，24；L．0，195（dil〃ensio〃
de　Planche）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ：
Achat　du　Mttsee　en　1965　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’　・一く　　　　　　　　　　’
器Kl・i・・W・’・・n・N・〃t…hi　Gal励々y°・～：’∠蓄゜癖・ξ
・んツ”S・n・ai，　n’・6・，〃・ar・・963　　　　　、三・含〉　淫　で
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カンディンスキー　　　　　　　　　　　　　　P－335－2
KANDINSKY　　　　　　　　　　　　　　　　　　小さなiii：界・2
エッチンク，紙，版ll’li　o．24×0．195
版1E’t汐ト右一ドに署名
12点連作のひとつ
P－335－1参照
P－335－3
小さな世界・3
エッチング，紙，版面o．24×0．195
版面外右下に署名
12点連作のひとつ
P－335－1参照
P－335－4
・小さな．LH．一界・4
エッチング，紙，版面o．24×0．195
版面外右下に署名
12点連作のひとつ
1）－335－1　．参1照
10
ρ．335－．2
S～9〃e　eJ・ゐ・・∂伽〃・・Kandi・・k・　　　　、㌔・・’…ン違ξ
σ〃れ1臼2♪1・〃・1・…dc／⊇・～・　　　　　　溺㌔・＿’・’三ニ
ザθ～”P－335－1　　　　　　　　　　　　　・　‘・’　　・．堅．．雪ヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　，　　穐　　㌢　　　＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・e賜．、賢　”　⇔、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごノ髪璽塔磯．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔一＼ノ
㍑一一・一卵　　　　穣1藪覧
㍑三7｛仙　　　　＋》響翁e
1922　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1・’／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∪尽　、
1・；・t　tt一ノ｝・〃・・，11．θ，24；1一θ，1・，9　i）（・〃〃・c〃si・〃・1・・／・’／）／・／ノ～　∵　＼　》　・、
プ
．巡
ザ〆　“－
　　　　i　ち　　’纏
汽　／／kづ
PETITS　MONDES，4　　　　　　　　　　　　　　　　・；，「ct　　　’　　　　・
ぽll輪軸　　　　　　　票灘　，tt曇
Eα〃一ノ0”e，H．0，24；L．θ，195　（d～1〃e〃5↓o〃　de　／α　　　　　　　　　　　　　　　　　’：tl　　　　’＼
Planchの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘5琴・・、
S・gne　en　ba・d　dr・〃・・Kand…ky　　　　　　瞬珍誉
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カンディンスキー　　　　　　　　　　　　　　P－335－5
KANDINSKY　　　　　　　　　　　　　　　　　　小さな世界・5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／iく｝tr（，　窟〔，　lvafii　o．30×0．245
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右一ドに署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12点連作のひとつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P－335－1参照
P－335－6
小さな世界・6
木版，紙，版面0．30×0．245
右ドに署名
12点連作のひとつ
P－335－1　参照｛
／）－335－7
小さな世界・7
木版，紙，版面0．30×0．245
右下に署名
12点連作のひとつ
P－335－1参照
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P－335－5
PETITS　MONDES，5
（Small　Worlds，5）
1922
Gノ’α↓，ll　1’e　St｛γbois，1了．0，30：L．0，245（di〃～e〃siθ〃
de／αPlanc／tの
Sig〃e　en　bas　d　droite　；Kandinsky
む〃edes　12　Plavaches　de　1αs2rie
Vo～ノ’P－335－1
ρ335－6　　　　　　　　　　　　　　　．・・∴、、・ツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　つ　N　　　　　　　　　G・一…tl・・b。～・，〃．・，・。∫　L．。，245，、∫～“、、’“、i．“　，◆、∋ミ　　〆・
de／a　Planche）　　　　　　　　　　　　　　　　　’　．鰺、菖，
Sig”εε鋤s励θ”・・K・ndi・sky　　　　　三・．’・i・．登　　　．．
㍑竺、㌃タ’anches　de／a　se’　rie　　　’f：⑦▼’翻、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、。・巨£÷・〈N；一．慰当ξ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　ヤレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’「．itV’cr’，i　顯蓼熱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵！t二‘ll～．T。、◎
P－335－7
PETITS　MONDES，7
（Small　Worlds，7）
1922
G7α〃〃γθ　sur　bo‘s，　H．0，30∫L．0，245　（d～〃～の～sio〃
de　1αPlanchの
Signe　en　6αs　d　d”o〃ε：Kandinsky
Une　des　12カlan（ゾles　de　1αse〃θ
Voir　P－335－1
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カンディンスキー　　　　　　　　　　　　　　P－335－8
KANDINSKY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小さな世界・8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木版，紙，版面o．30×0．245
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右ドに署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12点連作のひとつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P－－335－1参照
1）－335－9
小さな世界・9
石版，紙，版面0．285×0．24
右．ドに署名
12点連作のひとつ
P335－1参照
P－335－10
小さな世界・10
石版，紙，版面0．30×0．255
右下に署名
12点連作のひとつ
P－335－1参照
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P－335－8
PETITS　MONDES，8
（Small　Worlds，8）
1922
Gノ’（t↓vu　j」e　s～〃’ゐo～∫，　H．0，285∫L．0，24　（∂～〃～θ～sio〃
de／αP～anche1）
Sig〃e　e〃bas　d　dro〃e∫Kandinsky
む〃edes　12Z）／anc1～ρs　de　la　sir～e
ro”P－335－1
P－・3359
PETITS　MONDES，9
（Small　Worlds，9’）
1922
Lit／20　s～〃’♪aPiel’，　H．0，285∫L．0，24　（di〃～e〃sio〃　de
1α♪1αノzchの
S～g婬en　bas　d　droite：Kandinsky
Une　des　12　Planches　de　la　serie　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿
lfoir　1）－335－1
Lu〆
P－335－10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
PETITS　MONDES，10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　●
（Small　Worlds，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠ク
1922
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
Li”zo　sur　Papieγ，”渉．0，30∫L．0，255（di〃1（lnSiOll　de
la　Planchの
Sig〃e〔～17　bas　d　dノ’o〃¢：Kandinsky
U〃θdes　12　Plan（’hes　de　1αse1・’ie
ザoil’P335－1
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カンディンスキー　　　　　　　　　　　　　　P335－U
KANDINSKY　　　　　　　　　　　　　　　　　　小さな・世界・11
イi版，紙，版面o．295×0．245
｛iドに署名
12点連作のひとつ
P－335－1参照
P－335－12
小さな世界・12
石版，紙，版面0．30×0．25
右下に署名
12点連作のひとつ
P－335－1参照
シャガール，マルク　　　　　　　　　　　　　　P－336
ヴィテブスク1887～　　　　　　　　　　　　　　　　赤い鶏
CHAGALL，　Marc　　　　　　　　　　　　　　石版，紙，　o．33×o．48
Vitebsk　1887～　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名；左下に試刷銘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年度購入作品
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P－335－11
PETITS　MONDES，11
（Small　Worlds，11）
1922
Litho　∫～〃Papier，ノ了．0，30∫L．0，245　（〔1～〃～el・2sio〃‘le
la　P～anche）
Signg　en　bas　d　droite　：Kandinsky
Une　des　12　Z）lanches　o！θ／αserie
Fo～γP－335－1
P－335・・12
PETITS　MONDES，12
（Small　Worlds，12）
1922
Lゴ”20s〃夕ραヵie”，　H．0，30元L．0，25　（d～ノηε〃s∫o〃　4θ
laρ1〔τ〃chの
Sゴg〃eenゐas　d〃o〃e：Kandinsky
Une　des　12カlanches　de　la　seγie
Vo”P－335－1
多　d，
Sig〃ε　・n　ba・d　dr・ite　：　M・・c　Ch・g・1い〃…〃　　　，・・遵㌫’鍵　、．．　　緊
・〃b・・∂9・・吻・6P・euv・d’・・ti・te　　　　　　鞭r　　　…、「i　　　駆
／4cゐat　d～’ル1〃see　‘η2　1965　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　一　　　レ「　　　　　　　－』ぼ
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　　　叉㌫P　　、，　　‘　　　肇　．巨完・ぎ：
　　　　一＾t・；』謬．：：騒　墜惑㍊
房r　　’1’1－　．、　、、ぎ
17
シャガール　　　　　　　　　　　　　　　　 1）－337
CHAGALL　　　　　　　　　　　　　　　　　　イスバスの風景
イilt反，　糸氏，　0．37×0．55
右ドに署名；左下に刷番り’
昭和39年度購入作tiuTr
1）－338
時㍉il・とLl傘
石版，紙，0．33×0．48
右一ドに署名；左ドに試刷銘
llA和39年度購入作品
ダリ，サルバドール　　　　　　　　　　　　　　P　339
フィゲラス1904～　　　　　　　　　　　　　　レダ
DALI，　Salvador　　　　　　　　　　　　　　　　石版，紙，　o．51×o．41
Fig…a・・904～　　　　　　　　　　1964年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右ドに署名，年記；左ドに刷番り’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年度購入作i7n
18
P－337
PAYSAGE　AUX　ISBAS
Li”zo　s～tr　Papier，”．0，33∫ム．0，48
Signe　en　bas　d　droite　：Marc　Chagall　P〃〃〃eノ・θ絃　　　　「、
P338
HORLOGE　ET　PARASOL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、（Cl。，kand　P、，as。1）　　　　　　　　　t．：，X・　㌶汐
㍑繍㍑i、9蒜二㌫。11、　iiis（’ri、（，11　ノ¶『／辮
～π～s　dgctuche：《…preuve　d’artiste
A・・1・at　（ltt　Mttsee　ezi・965　　　　　　　　まW．’　b
LEDA
（Leda．）
1964
19
ビッシエール，ロジェ　　　　　　　　　　　　　　P343
ヴfルレアル1888～マルミニァ。ク1964　　　　　花を持つ婦人像
BISSIERE，　Roger　　　　　　　　　　　　　　　　　　汕彩，カンヴァス，1．23×o．52
Viller6al　1888～Marminiac　1964　　　　　　　　　1922年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左下に署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和40年度購入作lllll
モディリアニ，アメデオ　　　　　　　　　　　　P－344
リヴォルノ1884～パリ1920　　　　　　　　　　女の顔
MODIGLIANI，　Amedeo　　　　　　　　　　　鉛筆’紙’o’25×o’18
Livornoヱ884，、　Paris　1920　　　　　　　　　　　　左下に署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和40年度購入作品
モネ，クロード　　　　　　　　　　　　　　P－345
バリ1840～ジヴェルニー1926　　　　　　　　　　・J・雨降る池
MONET，　Claude　　　　　　　　　　　　　　汕彩・カンヴァス，　o・73×o・91
Paris　1840～Giverny　1926　　　　　　　　　　　　左下に署名，年記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1899年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和40年度購入作品
展覧会：1956年｜1本経済新聞
《美の美》展
文献：《美術研究》1932年9月U・；
’1，画論〉．11942年2∫］り・
20
1正343
FEMME　AU　BOUQUET
LWoman　with　Flowers）
1922
／1〃〃‘・．s～t；’loil〔・，ノ7．1、23：L．0、52
S∫～gワ～ti　‘，〃　bas　d　ga～t‘ゾ～ピー－　Bissiere／　22
．1で・1～at‘∫‘・．｜∫〃sερ　〔ソ～　1965
P344
C＿＿鰍ち“．。，25コ。コ8　　　灘鐸…∵轡、
撫蒜鴨陥　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　ま　　　　　　　　　　　　　　’　・　　　　簿
・　　》〆
21
フォラン、ジャン・ルイ　　　　　　　　　　　　ノ）346
ランス1852～パリ1931　　　　　　　　　　　　『旧り∫／
FORAIN，　Jean－Louis　　　　　　　　　　　　　　鉛辛，紙，両面にテッサン，　o．30×o．195
Reims　1852～Parisヱ931　　　　　　　　　　　　　昭和4011三度購入作品
マイヨール，アリスティード　　　　　　　　　　S－67
バニュルス・シュル・メール1861～同1944　　　　　　イル・ド・フランス
MAILLOL，　Aristide　　　　　　　　　　　　　フロンズ（等身大），1．67×o．47×o．49
Banyuls－sur－Mer　1861～ibi（L　lg44　　　　　　　　　台座に頭文字署名，作者試鋳印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1925年作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和38fド度購入作lllll
文献：1963｛ド，国、乞西洋X・術館《マイヨール展》図録番
り・47；ヴァルテマール・ジョルジュ《マイヨール》ヌー
シャテル，1964fド，1ツ1版180，183頁
S68
ヴィーナスのトルソ
フ『 ロンズ（等身人），1．14×0．47×0．30
右腿裏頭文字署名
1925年作
ll～｛和38fド度購入作ll，tTt
文献：1963年，国立西洋美術館・・1〈マイヨール展》図録番
り’49；ヴァルデマール・ジョルジュ《マイヨール》ヌー
シャテル，1964年，【ツ1版190頁
22
P346
DANSEUSE
（：Dancer）
　量繧轍繍§
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，
s67　　　　　　　　　　　　　　　麟灘ILE－DE・FRANCE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諺ご
1925　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
1了　r（〃～1‘’8rノ’（1〃（le～〃’〃Cl　t～〃’‘’”‘’，”．1、67；」㌧、0、47：
P．0，49
S～9〃e　en　initiale　sl〃’le　socle’・⑨‘6preuve　d’artiste　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・
∠4　chat　dlt　ルfz4sεε　en　1964
BIBL．　Cat．　Exp．　Maillol，7’o〃）’o，1963，〃47：
1ザ〃／dc〃～ar　Geoi’ge，　Maillol，．Vρ〃（ゾ～tite／，1964，　　　　　　　　　　　　　　　　t一
ノ）p．180、183
　　　　　　　　　　ぶ蘂
　　　　　　　　　　燈葺　　’
　　　　　　が　　　 　　　　守※　　 　倍鱗P話愉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　ヤS－68　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’wH冷．ざ一
LE　TORSE　DE　VENUS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯉w騨∨
（Torso　of　Venus』）
1925　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt＞誓
B、’・“。e9・’・・n・～・〃・’・・（・々〃’c7〃・・，H．ヱ、14：L．O、・47・；　　　ぷ　　　　鱗灘鷹騨
P．O，・30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚　　　l
s～9〃tiρ〃～〃〃～α～ρs～θ’1〔・－fo〃‘1‘ie～αc～ti∬ρ∂ノ’o〃‘∵Sf｝　　　　　　　　　　　　　㌘一／ww－
〔4（ゾ～at〔1～‘．1・1〃s6c　e〃　1964　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w・　ll
BIBL．：Cat．　Exp．　Maillol，7’‘）々」，o，1963，〃49：
1ザα／de〃～a；’α，oノ’ge，　Maillol，．S’ρ～tc／～∂！〔ゾ，1964，　P．190
23
マイヨール　　　　　　　　　　　　　　　　　 S69
MAILLOL　　　　　　　　　　　　　　　　　両腕をあげた浴女（大）
フロンズ（等身大），1．57×0．67×0．59
台座に頭文字署名
1930flこイ乍
昭和381ド度購入イノド品
文1献：1963年，ll：Bヒ西洋Xき術食1∫《マイヨール展》図録番
U・52；ヴァルデマール・ジョルジュ〈，（マイヨール》ヌー
シャテル，1964fド，「×1版199頁
S70
“アルモニー“のための習作
フ『 ロンズ（等身大），J．52×0．42×0．36
台座に頭文字署名
1940～1941年作
昭和38年度購入作品
文献：1963年，llミ1立西洋）ミ術食17（〈マイヨール展》図録番
り“62；ヴァルデマール・ジョルジュ（・；マイヨール／tヌー
シャテル，1964年，1ツ1版211頁
’
24
隠NDE　BAIGNEUSE　AUX　BRAS　LEVES　繋・　　携、
（Big　Bather　with　raised　Arms）　　　　　　　　　　　．－1．▲　　1　　　　　・…　lt，
1930　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　．一妻
8・・n・・　9・and・u・　naturell・…57…67…59　　　　　旦　．讐　．；
Sig〃6　e〃initiale　sz〃le　socle：⑭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅
ノ1chat　du　ルtusee　en　1964
㌃㌶P麟㍑聯鑑認二1；1・99　　蟻
S－70
ESQUISSE　POUR　L’HARMONIE
（Study　for　the　Harmony）
1940～1941
Bro〃ze　grandeur　naturelle，　H．1，52∫L．0，42∫
P．0，36
Signti　en　initiale　szar～θso61θ：⑭
ノ1chat　dμ　ルfUSge　θ多2　1964
B1βL．　Cat．　Exp．　Maillo1，7’o勧o，1963，〃°62∫
VValdema夕Gθoγgε，　Maillo1，　Neuchatel，1964，ρ．211
，
25
寄贈作品
スローン，ジョン　　　　　　　　　　　　　　1）311
ペンシルヴァニア1871～ハノーヴァ1951　　　　　睡蓮の池
SLOAN，　John　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘン，紙，　o．137×o．507
Pennsylvania　1871～Han（）ver　1951　　　　　　　1962年，デラウェア州ウィルミントンllfデラウェア・ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ート・センター内のジョン・スローン・コレクションより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄贈
1）312
追憶
エッチング，紙，0．19×0．22
P311参照
26
（EUVRES　DONNEES
sを－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　：t－v’
　　、．幡灘一　溺y
Donne　Par　le　Delaware．4〃Ce〃ter．ノ01〃～S1θω～
Co”ectiび〃，　en　1962
P312
SOUVENIR
（Memory）
1906
Eait－forte，　H．0，19∫L．0、22
1）‘ノnn6　Par　le　I）ela～t，（〃’e　A〃Ce〃ter，ノolin　S／θωz
C‘ノ”ection，　en　1962
27
スローン　　　　　　　　　　　　　　　　　　P313
SLOAN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元番街
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エソチン7，紙，0．20×0．15
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1909年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P－311参照、
P－314
版画愛好家
エッチング，紙，0．125×0．175
P－311参照、
P－315
夜の窓
エッチング，紙，0．13×0．175
1910年
P－311参照
28
1）．313
THE　FIFTH　AVENUE
Ea〃－fθ　rtρ，　H．0、20∫L．0、15
Dθ〃〃～♪〔〃’／eDelat｛i（〃’e．4〃Cci～ter，．lo1～〃Slθ（〃～
Cθllcctiθ〃，　e〃　1962
1）－314
AMATEURS　D’ESTAMPES
（Connoisseurs　of　Prints）
Ef〃t；foJ’te，　H．　O、125：L．　O、175
／）θノ～〃6P（1；’le　1）ela～v（1ノ’e　Art　Ce〃ter，ノb1～〃S／θω～
Co”ection，　e711962
1）－315
FENETRES，　LA　NUIT
（Night　Windows）
1910
Eau一ノb7te，　H．0，13×、L．0、175
∠）onne　Par　1杉Delait・αノ’ρ．4〃Centei’，ノ01～〃S～oa〃
Collection，　e〃　1962
29
スローン　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ）316
SLOAN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メトロポリタン美術館で模写するlllll家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン7，紙，0．18×0．225
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1908年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P311．参照
P－317
果物鉢のある裸婦
エッチング，紙，0．13×0．27
1913年
P311参照
パチェコ，アルタミラノ　　　　　　　　　　　　1）－318
pACHECO，　Altamirano　　　　　　　　　　　　バルディビア造船所風景
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝由彩，カンヴァス，0．605×0．725
30
麗鶯㌶㍑㍍一一　’纒・鐵・臨鱒戴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧li・　　ぷ恥謡、v”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・．i　襲紗護　』二li・，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　譲11　　慧；鷹　『髪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　1ieTzi．　宕，・．在ミ蹴、　＾　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§癒⊆ご　　1．1歳難…・、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一4、　　？”一一”＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　やあ　　　　　　みP－317　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．　瓢。二警
NU　A　LA　COMPOTIER　DE　FRUITS
（Nu（le　with　Bowl　of　Fruits）
1931
Eat・t－fo〃e，　H．0，13《L．0，27
Z）oア〃16♪αγ1θDelawai’e．4〃α〃teノ’，ノ01〃～S／oωz
Collect～o／2，　en　1962
CHANTIER　DE　CONSTRUCTION　NAVALE
AVALDIVIA
（Dockyard　at　Valdivia’）
11〃”e　3z〃　toile，ノ7．0，605：L．0，725
1）o〃」7eZ）ar／’a”is「‘’θ～　1962
31
ケーニッグ，ジョン　　　　　　　　　　　　　　　P－319
1924～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KYDAKA
KOENIG，　John　　　　　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，1．oo×1．oo
1924～　　　　　　　　　　　　1961年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1962年作者より寄贈
ブラングィン，フランク　　　　　　　　　　　P－320
ブリューシュ1867～1956　　　　　　　　　　　　　松方幸次郎氏の肖像
BRANGWYN，　Frank　　　　　　　　　　　木炭，パステル，紙，　o．475×o．37
Bruges　1867～1956　　　　　　　　　　　　　　　　左下に署名，献辞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1963年西洋美術館協力会より寄贈
フランシス，サム　　　　　　　　　　　　　　　1）－324
ヵリフォルニァ1923～　　　　　　　　　　　　　　呪われたズボン吊り
FRANCIS，　Sam　　　　　　　　　　　　　　　　　石版，紙，　o．91×o．635
California　1923～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1960勾三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1962f卜作者より寄贈
1962　ff．第3回東京ll］際版両ビエンナーレ展，国立西洋美
術館賞受賞作品
32
1961　　　　　　　　　灘・醗灘灘購ll㍑㍑㍑蕊跳21・°°　　　　覇，懸臨灘攣；1’，欲i．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸1；鍵難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パおムケ　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ㌣髪裟　硲　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老覇　tt難念　禰　齢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．烈塚逐’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘆轟灘題1闘．顯難
P－320
PORTRAIT　DE　KOJIRO　MATSUKATA
（Portrait　of　Kojiro　Matsukata）
Pastel　et　fu　sain　St〃’Papier，　H．0，475元L．0，37
Sig〃6　et　dedicaceθ〃bα∫dga～tche：Frank　Brang－
wyn　to　K．　Matsukata
Donneカar　1α　Societ4　des／1〃liS　du、1・li‘s6eε〃　1963
1）－324　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　．　　　　　　　　　“
DAMM　BRACES！
1960
L”ho　su〆Z）apiel’，”’．0，91；L．0，635
1）onne　Par　1’artiste　en　1962
EXP．32ine　E功os〃io〃Bien〃o／ε1〃ternatio／laie
de　1αGravure　4θT・ゐy・，1962，　P”iエMNA　O・
33
エリソフォン，エリオット　　　　　　　　　・P－325
ELISOFON，　Eliot　　　　　　　　　　　　　　　　花
ノk采多，　紙，　0，73×0．53
1964fトイ乍者より埼唄曽
パパゾフ，ジョルジュ　　　　　　　　　　　　　　P－326
ジャンボリ1894～　　　　　　　　　　　　　　　武人
PAPAZOF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汕彩，カンヴァス，1．165×o．80
Jamb・li　1894～　　　　　　　　　1964f附1勺ノ氾妓よ嚇贈
キーン，マーガレット　　　　　　　　　　　　　P－328
KEANE，　Margaret　　　　　　　　　　　　　　…美神
油彩，カンヴァス，1．065×0．61
1963年
1964∫ドイノF者”〒奇：‖曽
34
P－325
1）θ〃〃～　／）‘〃’～（1ノ’〃s『ρ　‘・〃　1964　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C　　・．、
P－326
GUERRIER　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ猴（Warrlor）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　・●、　　　　㌫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tu　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　、，　Pt　　　　　＾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
P．328　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
TROIS　GRACES（Th・ee　G・aces’）　　　　　　　曳．「ぴ
1963　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
H・’”・・…t・ile・H・1・°65∫L・°・61　　　　　　．咋　　∵
1）0〃〃6Pai’1’aノ’tiste　θ～　1964　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，．　＼
35
キーン，ウォルター　　　　　　　　　　　　　　　P－329
KEANE，　Walter　　　　　　　　　　　　　地には平和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油采多，カンウァス，0．965×0．81
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1961fl｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1964年作者寄贈
ピターディ，ゲイボア　　　　　　　　　　　　P－340
ブダヘスト1915～　　　　　　　　　　　　　　　　北極の鳥
PETERDI，　Gabor　　　　　　　　　　　　　　　石版，紙，　o．92×o．585
B・d・p・・t1915～　　　　　　　　　　1964年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1965年作者より寄贈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1964年第4回東京国際版1画ビエンナーレ展，国立西洋美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術館賞受賞作品
P－341
北極の夜・1
石｝1反，　糸氏，　0．63×0．922
1964年
1965年作者より寄贈
1964年第4回東京国際版両ビエンナーレ展，出品作品
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1961　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　顯　　孫・鯵繕、聡S’　　・
Do7〃z｛多力〔η’1’artiste　θノz　1964　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三、．，”　　　、　ぎミ
＝今RCTIQUE　　　ヒ簸轟／
（A・cti・Blrd）　　　　　　　　　　　，．・：…　　㌧　。：三1964　　　　　　　　　　　　　・・鴨獣灘・○欝‘繋
鋤＿卿ぽ。，92、L．。，585　　　齪灘・醗；叢繋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　ぺDonnεカαプ1’artiste　en　1965　　　　　　　　　蘂』』
P－341
NUIT　ARCTIQUE・1
（Arctic　Night・1）
1964
Litho　s2〃’カαカ～¢γ，　H．0，63；L．0，922
Don〃e　カ〔〃’1’artiste　e鍵2　1965
EXP．4eme　Exposition　Biennale　International　de
la　Gravure　de　Tokyo，　Tokyo，1964
37
シェレ，ジュール　　　　　　　　　　　　　　P－342
パリ1836～ニース1933　　　　　　　　　　　　フォリー・ベルジェールのポスター：
CHERET，　Jules　　　　　　　　　　　　　　　　　ロイ’ファラー
Pa・i・1836～Nice・933　　　　　　　1il｝友，紙，1．25。0．885
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1965年久保貞次郎氏より寄贈
エルンスト，マックス　　　　　　　　　　　　　P－347
ブリュール1891～　　　　　　　　　　　　　　　　　イ．i化した森
ERNST，　Max　　　　　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，　o．81×1．oo
BrUhl　1891～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966年1｜1村家より寄‖曽
デュビュツフェ，ジャン　　　　　　　　　　　　　　　　　P－348
ル・アーヴル1go1～　　　　　　　　　　　　　　　ご婦人のからだ
DUBUFFET，　Jean　　　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，1．16×o．90
L・Havre　1901～　　　　　　　　　195砕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左ドに署名，年記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966∫ドlll不寸家よ　り市：‖曽
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P－342　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
FOLIES．BERGERES：LOIE　FULLER
A！fiche　en　～～〃lo，　H．1，25：L．0，885
∫）o）～〃6Par　ルf〃’．　Sα∂rz刀ノη　K～tbθ　（≧〃　1965
P・一・347
FORET　PETRIFIEE
（Petrified　Forest）
HZt”e　su1’toile，、U．0，81∫L．1，00
Dω〃zeραγles　γα，〃α〃〃〃’α　ρ〃　1966
〃∫S．」1〃〃le　SltZ（1〃〃e∂‘≧Cθ〃～〃ビた，　G〃〔ソ’～（ノ〔／‘・βe（／〃ノ〃c，
／’aj’～s
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　志ゴ
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エルバン，オーギュスト　　　　　　　　　　　　P－349
キエヴt1882～1960　　　　　　　　　　　　　　　永遠
HERBIN，　Auguste　　　　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，1．455×1．146
Qui6vy　1882～1960　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　195g年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名；左一ドに題字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966年山村家より寄贈
ポロック，ジャクソン　　　　　　　　　　　　P－350
ワイオミング1912～1956　　　　　　　　　　　　，黒い流れ
POLLOCK，　Jackson　　　　　　　　　　　　　　　黒，カンヴァス，1．51×1．85
Wyoming　1912～1956　　　　　　　　　　　　　　1951｛ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右ドに署名；年記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966年山村家より寄贈
フランシス，サム　　　　　　　　　　　　　　　P－351
カリフォルニア，1923～　　　　　　　　　　　　ホワイト・ペインティング
FRANCIS，　Sam　　　　　　　　　　　　　　　　汕彩，カンヴァス，2．03×1．62
California　1923～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1952イ1・：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966年lll村家より寄贈
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P－－349
ETERNITE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影
1959
H〃”θ　∫〃rto”e，　H．1，455；」㌧．1，146
Sig〃e¢〃bas　d　droite：herbin　59；e〃t～t〃／6　e〃　～）（tS
dga～tche二eternite．
」つoノ～〃ZPal’les　｝7〔7〃～a〃～〃〃～　ρ〃　1966
ノ了1s．　Galeハ’～c　De／7↓∫ρ1～e〃ti，　P‘～”～s
P－350
COULEES　NOIRES
（Black　Flowing）
1951
E〃cτε4θchine　sur　to～／e，11．1，51：L．1，85　　　　　　　　　　e
Signe　et　d・鋤・b・・∂”・ゴ1・・Jack・・n　P・ll・・k　51・．㊦
Donne　ραγles　Yama〃tt・tr〔z　e’～　1966
P－351　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・禄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　
馨
難
三1：＿選A．
麸「　ぺ藤、‥
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レジェ，フェルナン　　　　　　　　　　　　　　∫）352
アルシ・、’ンタン1881～シフ・シュル・イウェ・ノト1955　11∫い空と赤い鶏
LEGER，　Fernand　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，　o．65×o．92
Argentin　1881～Gif－sur－Yvette　z955　　　　　　　　1953年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右ドに署名，年記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966年dl村家より寄贈
ミロ，ホアン　　　　　　　　　　　　　　　　P－353
バルセロナ1893～　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵1両
MIRO，　Joan　　　　　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，2．oo×2．　oo
Barcelona　1893～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1953年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966f白」1村家より寄贈
バロン・ルヌワール，フランソワ　　　　　　　　　1）354
ブルターニュ1918～　　　　　　　　　　　　　　ヒロシゲへの讃歌
BARON－RENOUARD，　Frangois　　　　　　　　油彩，カンヴァス，1．105×2．oo
Bretagne　1918～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1963年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イr　ドレこ署名1，　41三言［三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1965年作者寄贈
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COQ　ROUGE　ET　LE　CIEL　BLEU　　　　　　　　　　　　　　　　顔苦
（Red　Cock　and　Blue　Sky）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　，、　　　、
1953　　　　　　　　　　　　　饗令　　゜　　　　　　　，
11〃〃e　s～〃’1θ〃ε，H．0，55∫L．0，92
11／S．（ftt～ピ〃‘・1．θ〃is‘・／，仁～ノ’is，1♪θ；’～s
P353
PEINTURE
（1’aintin9）
1953
11ttile　s～〃’∫oile，”．2，00∫L．2，00
HIS．　Co〃．　Philippeゾ）otノ’ei」1θ〃／，　Bノ’ltA’e〃es
BIBI．．．ノkcques　l）〃pi〃，　Joan　Mir6，　Ixb／〃，1961，
P．422，Cat．1・1二　807
P354
HOMMAGE　A　HIROSHIGE
（Homage　to　Hiroshige）
19．　63
〃「〃〃ρ　s～〃’／o〃e，U．1，105：ん．2，00
Si　8Jll　e　et　da　teε〃～）〔ls　d‘1”θ〃‘’一一Bar（）n－Renouai’d　63
1）θノ～〃6　P（1ノ’1’αノ’t～st‘’〔）〃　1965
43
シュネイデル，ジェラール　　　　　　　　　　　　　　　　P355
サントクロワ（スイス）1896～　　　　　　　　　　　作品
SCHNEIDER，　G6rard　　　　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス，1．145×1．46
［・i・te－C・・i・1896～　　　　　　　　　19（う3　fl－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左ドに署名，年1記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1965イドkt．　l　l菊Tl1‖icヒ？｛」：11iYi
ロダン，オーギュスト　　　　　　　　　　　　　S－65
バリ1840～ムードン1917　　　　　　　　　　　バルザック
RODIN，　Auguste　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ，1．06×o．45×o．38
Paris　1840～Meudon　1917　　　　　　　　　　　　台座1・．、右に署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1896年の習作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1962｛｛三1｝蓼Jl1ネ斤1用i（1：よ　り’i］f‖曽
文1猷：1961－62年束）kllミ1立11享物館《フランス美’術展》｜’対
録番り・200；ジャック・デ・カーソ　《ロダンとバルザック
崇拝’．バーリントン・マガジン，1964年6月り・，279～284
頁，図版32；富永惣・《パノレザック像》芸i］lj生活，1965
fl・11　JlU・，　94～99．　Y（
マイヨール，アリスティード　　　　　　　　　　S－66
バニュルス’シュル・メール1861～同1944　　　　　座る女
MAILLOL，　Aristide　　　　　　　　　　　　ブロンズ，　o．20×o．09×o．13
Banyuls－sur－Mer　1861～ibid．1944　　　　　　　　1900年作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1964年ディナ・ヴィエルニ大人より寄贈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：1963年，川立西洋〕こ術61’1《マイヨール展》｜ツ1録番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YJ’g；ヴァルデマール・ジョルジュ《マイヨールいヌーシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ャテル，1964，図版126頁
44
P355
COMPOSITION・G
l963
1∫〃～／（」s～〃’／θ”ρ，H．1，145：L．1，46
S～gr〃ti‘ぱ‘！α／（多e〃～）rls∂9（’～’〔ゾ～‘∵　Schneider　611
1）θ〃〃‘～／）r〃’／‘，．ノθ〃”〃a／　．1／r／～〃～イゾ〃　f・〃　1965
∫．65
BALZAC
l896
Bノ’ωzz‘’，〃．1，06：1．．0，45：1’．0，38　　　　　　　　　　　　1
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　　　　ソSign6　Sl〃’le∫o‘ゾe　d‘〃θ〃〈∵A．　Rodm　　　　　　　　　　　　　　　　　
∫）o〃12（多P（11’～eIOit〃1（1／．4sa／～～θ～1962
B〃｝L：Cat．　Exp．　d’Art　FranCais，7’θ心’θ，1961～62，
1’1200；ノ～（1（’（lltes　dρ　C（t　so．　”Rodi〃　a〃♂　”～‘）C〃”　o．t‘　　　　　　　　　　　　　　　／’｝
Ba／z‘1ビ”，　The　Burlington　Magazine，ノ～t〃e，1964、
≠）P．279～284，　ノ1g．32；　So．　ic1～～　7’o〃～～〃ag（！，　“β‘1／ξンκ　　　幾三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミde　Rodi〃∴　Geijutsu－Seikatsu，ノィ’〃～’i（’；’・1965・〃）・　　　　　　　　　　　’．紅、1．
94～99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　』』　ξ　、　　　　　　　　　蓑”「
S66
FEMME　AGENOUILLEE
（Seated　Woman）
1900
βノ’θ〃le，”．0，20；L．0，09：1）．0，13
∫）θ〃〃Z　P‘〃’il・la（ノ〃〃～e　1ノ↓〃（～　ザi‘’〃～♪・‘’〃　1964
BIBL：Cat．　Exp．　Maillol，　T‘，〃ッθ，1963，〃9：
ルα～‘ノ‘ソ〃ω’Geo”ge．　Maillo1，．V‘～～tC1～dtel，1964，　P．126
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ヴァイアンクール，アルマン　　　　　　　　　　S71
1932～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f乍111il
VAILLANCOURT，　Armand　　　　　　　　　　イ〈，1．50×o．32×o．27
1932～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966｛ドカナ7大使館寄11曽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展1覧会：1965年，東京晴海，／／東京国際見本ll∫＞1出ITI　111
46
S71
SCULPTURE
Bo～s，　H．1，50∫L．0，32∫P．0，27
Z）ω〃16ρα；’／’／lmbassade∂e　Cana∂e　d　To〃」，06〃1966
EXP．　Foire　Internationale，　To々ッo，1965
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マイヨール展
事業記録
特別展記録
松方コレクション名作選抜展
Chefs－d’oeuvres　de　rEx－Matsukata　Collection
1960．5．14～1960．7．10
出品内容一絵画：144点　彫刻：51点
朝日新聞社と共同主催
総入場者数一78，844人
20世紀フランス美術展
Ecole　de　Paris：Art　D6coratif
1960．10．15～1960．12．11
出品内容＝絵画：61点，タヒスリ：87点，陶器：93点，
ステントグラス：18点，金工品：8点他
読売新聞社と共同主催
総入場者数：115，141人
ル・コルビュジエ展
Le　Corbusier
1961．1．24～1961．2．19
ル・コルビュシエ展組織委員会と共同主催
総入場者数一29，188人
ムンク：版画展
Estampes　de　Edvard　Munch
1961．5．20～1961．6．18
出品内容　エッチンク：30点，リトクラフ：35点，
木版画：35点
総入場者数　33，918人
ルーヴルを中心とするフランス美術展
Art　Frangais，1840～1940
（会場一一東京国立博物館）
1961．11．3～1962．1．15
出品内容　絵画：420点，彫刻：60点
東京国立博物館，朝日新聞社と共同主催
シャカール展 48
ミロ：版画展　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミロのヴィーナス特別公開
Miro：Art　Graphique　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr6sentation　exceptionelle　de　LA　VENUS　DE
1962．9．29．～1962．10．28　　　　　　　　　　　　　MILO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1964．4．8～1964．5．5出品作　236点
読売新聞社と共同主催　　　　　　　　　　　　　　　　　朝日新聞社と共同主催
総入場者数＝46，921人　　　　　　　　　　　　　　　　　総入場者数一835，166人
ピカソ：ゲルニカ展　　　　　　　　　　　　　ギュスターヴ・モロー展
Picasso：Guernica　　　　　　　　　　　　　　　　Gustave　Moreau
1962．11．3～1862．12．23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1964・11・26～1965・1・31
出品内容L絵画，デッサン：58点，エッチンク：4点，　　出品内容：一絵画：142点
タヒスリ：1点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総入場者数　76，711人
朝日新聞社，アート・フレント・アソシエーションと共同
主催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルオー遺作展
総入場者数　87，489人　　　　　　　　　　　　　　　　Georges　Rotiault：Oeuvres　inachev6es　d（）mi6es
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　irEtat
マイヨール展　　　　　　　　　　　　　　　　1965・10・7～1965・12・　5
Maillol　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出品内容　絵画：185点
1963・8・2～1963・9・15　　　　　　　　　　　　　　　読売新聞社と共同主催
出品内容　彫刻：64点，テッサン：39点，版画：9点，　　総入場者数二211，　643人
書籍：4点
総入場者数一一87，840人　　　　　　　　　　　　　　ロダン展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rodin
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966．7．23～1966．9．11シャカール展
Exposition　Marc　Chagall　　　　　　　　　　　　出品内容一彫刻106点，テッサン，水彩：43点，エッチ
1963・10・1～1963・11・10　　　　　　　　　　　　　　ンク：8点
出品内容　絵画，クワッシュ：210点，ステントクラス：　読売新聞社と共同主催
2点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総入場者数　295，898人
読売新聞社，アート・フレント・アソシエーションと共同
主催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ連国立美術館近代名画展
総入場者数一173，001人　　　　　　　　　　　　　　　　Masterpieces　of　Modern　Painting　from　USSR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966．10．15～1966．12．25
出品内容一絵画：91点
日本経済新聞社と共同主催
総入場者数一230，356人
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巡回展記録
●1962年　　　　　　　　　　　1●1964年　　　　　　　　　　　　●1966年
会場　神戸市白鶴美術館　　　　　　1会場二札幌市道立中島スホーツセン　　会場　和歌山市和歌山県立美術館
会期　1962．10．20～11．5　　　　　　夕一　　　　　　　　　　　　　　　会期一10．15～11．4
総入場者数　85，301　　　　　　　　会期　8．22～9．13　　　　　　　　　総入場者数一一77，754
神戸新聞社と共同主催　　　　　　　　総入場者数　164，436　　　　　　　　和歌山県教育委員会，和歌山県立美
会場　名古屋市文化会館美術館　　　　北海道教育委員会・北海道新聞社と　術館と共同主催
会期二1962．11．17～12．9　　　　　　共同主催　　　　　　　　　　　　　会場一大分市大分文化会館
総入場者数一151，434　　　　　　　●1965年　　　　　　　　　　　　会期一11・12～11・27
中部日本新聞社と共同主催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総入場者数一157，946
　　　　　　　　　　　　　　　　　会場r一金沢市石川県立美術館　　　　　松方コレクション展大分県美術委員
●1963年　　　　　会期一9・21－1°・1°　　　会と共同主催
会場　松江市島根県立博物館　　　　　総入場者数　78・665
会期．1963．10．5～10．20　　　　　　石川県教育委員会，北陸中日新聞社
総入場者数一82，778　　　　　　　　と共同主催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1島根県教育委員会と共同主催　　　　　会場　岡山市岡山県立総合文化セン
会場＿久留米市石橋美術館　　　　　　ター
会期一二10．26～11．10　　　　　　　　会期一10・19～11・7
総入場者数一103，030　　　　　　　　総入場者数一114・210
福岡県教育委員会，西日本新聞社，　　岡山県教育委員会・岡山県総合文化
石橋美術館と共同主催　　　　　　　センター・山陽新聞社と共同主催
名古屋会場
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講演会記録
●昭和39年　　　　　　　　　　　6月12日　　　　　　　　　　　　9月3日
ギリシャ芸術の午後　　畠議圭麟難長嘉門安雄㌫；壁鳶座談会）
10月3日　　　　　　　　　　　　　イタリアの都市と広場　　　　　　　東京芸術大学教授一菊池一雄
ギリシャ美術とオリンピック競技　　　東京工大助手一一田島学　　　　　　　国立近代美術館京都分館長＝（司会）
野∵誓墾巖三永惣一　ルオー遺作展言己念講演会　言舗
東京芸術大学助教授一服部幸三　　　　10月9日　　　　　　　　　　　　　　ロタンの芸術
10月17日　　　　　　　　　　　　　ルオーの芸術　　　　　　　　　　　ロタン美術館長一セシル・コルト
ギリシャの建築　　　　　　　　　　　東京芸術大学助教授　柳宗玄　　　　シェテール
㌻芸麟鷲　　；漂想い出、座談会、　ソ連国立美術館近代名画展特別
舞踊家　江ロ隆哉　　　　　　　　評論家　福島慶子　　　　　　　　講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　画家　宮田重雄　　　　　　　　　　11月4日
ギュスターヴモローの午後　　　　彫刻家一高田博厚　　　　　　　　ロシアとソヴィエトの芸術
11月28日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トレチャコフ美術館彫刻部長＝N．
モローの人と芸術　　　　　　　　●昭和41年　　　　　　　　　　N．トホヒツカヤ
麟蕃墾館技∵階秀爾r嶽入pr講座　棚近代音楽
㌘家遠山一イ丁　麟美術館技官一穴沢一夫㌘家n遠山一行
麟蓼術館技官・中山公男㌶　　　：：手撒妄木村浩
瓢㌫　　麟美術館技官一中山公男竺の近代絵画
●昭和40年　　　　　　　　　　　ルネサンス美術　　　　　　　　　画家　益田義信
　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館技官　佐々木英也
5月8日　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月24日
フ1一ウィスムとその周辺　　　　　近世美術
国M西洋美術館技官　中山公男　　　　国立西洋美術館事業課長　嘉門安雄
5月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月28日
キュビスムζその周辺＿　　　近代美術
国立西洋美術館技官　局階秀爾　　　　国立西洋美術館技官　高階秀爾
6月5日　　　　　　　　　　　　ロダン展特別講演会
フィレンツェ美術散歩　　　　　　　　8月27日
国立西洋美術館技官　佐々木英也　　　ロダン．人と作品
ボッティチェルリとフィレンツェ　　国立西洋美術館長　富永惣一
絵画
東京芸術大学教授一摩寿意善郎
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研修報告
絵画修復について
黒江光彦
油彩両の修復技術の習得を日的とする私の海外研　　から降格することであって，ヨーロッパの現状で
修は，フランス政府の技術留学生として1964年12　は信じられないことのようであった。　（1コ本では
月末より1965年10月末まで10ヶ月間，ついでベル　どうであろうか？）
ギー政府の奨学留学生として1965年11月はじめよ　　ところで私はフランスでもベルギーでも，修復技
り1966年10月末までの1ヶ年間，1三としてパリと　術者restaurateurとFlから名のり，人もそういっ
ブリュッセルを根拠地として行なわれた。この22　て他の人に紹介してくれたりしたが，しかし身分
ヶ月にわたる研修の報告をかねて小文を記すこと　　としてはconservateurの系列にあることは，
になるのであるが，私の留学の日的が技術の習得　　この技術を学ぶ前も後も変らない。バーゼルの美
であることから，研修の成果の報告というのであ　　術館を訪ね，マイヤー館長（イダ・シャガール夫人
れば，実際に作品を修復しておHにかけるのがも　の夫君）とお話しをする機会があったとき，「そ
っとも適切な方法であると思われる。事実私は，　　れは奇妙なことだが，理想的なことでもあること
技術そのものを身につけることをlI的としたので　　だ」とブリュッセルにおける技術研修を評してお
22ヶ月問アトリエにおける修復の協力者ないし実　　られた。修復の技術というのは，単に損傷のある
習者として終始してきた。理論的な部門もブリュ　作品を再生させるだけにとどまらず，作品研究の
ッセノレの王、Z文化財研究所において概論をうけた　　一・切が修復という行為の中にたたき込まれて，深
が，それを踏まえて，画架の前で筆をにぎりある　　みと幅をもったものであるから，作品をあずかる
いは仕事机に画を横たえて，実技家として学んで　　美術館員にとっては，保存の方法を指示するにも
きたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　輸送するにも，作品に直かに触れて知ったことが
大学で美術史を学んで美術館にconservateurの　　貴iTilなものとなるのである。分業し合ってよいの
職責にあるものが，そのように実際に作品の修復　　で，必ずしも同一人がconservateurでありres一
を手がけるということは，1」本でもヨーロッパで　taurateurである必要はないのだが，美術館活動
も変則的なことで，とりわけ職能分担がきわめて　　の中で技術の上師：，ないし技術にたずさわる人の
明確にわかれているヨーロッパの国々ではおよそ　　地位を高めるにも，あるいは日本の現状において
考えられないことではなかろうか。Conservate－　conservateurが信頼できるrestaurateurが油
ur（美術館員）と保存不こ｝学部門の科学者と修復家　　彩llliiの場合には皆無に近いことを考えても，ある
はそれぞれ独自の教育課程を経，それぞれの資格，　いはまたたとえ修復家がいたところでその伎禰を
経歴をもっている。この…部門がそろってはじめ　　判断するためにも，技術の細部まで知っておくこ
て作品の保存が円滑に行なわれる筈なのである。　　とが，どんなに爪要であるかは，明白なことてあ
三部門が“三位一体”となることが理想的なこと　　る。美術品の保存が，美術館活動のアルファであ
だが，実のところは，運川ヒの点からかならずし　　りオメガであることは，論をまたない。作品を一
も，各々が同格ではなくて，kドの関係におかれ　般の多くの人びとに公開することは，作品の保存
ているのが現状のようにみうけられる。とすれば　　が保証される限りにおいてであることは言うまで
私があえて技術に手を染めようとすることは，自　　もないことの筈なのだが，しかし近年の展覧会ブ
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一 ムの渦中では，作品の保存という地道な問題を，　らそれぞれの対、∫二する領域をみれば、相η1に「必
保存に取り組むべき当‘1渚L自身すらおろそかにし　要悪」としてしぶしぶ認めざるを得ない関係にあ
てはいないだろうかという疑問を禁じ得ない。と　る，高度の文明世界を支える美術館活動はこの「必
りわけ国際的文化交流の波にのって，数多くの作　　要悪」という位置づけの明確な認識から出発して
品が内外に送らている昨今，作品の疲労はおおう　いるといえないだろうか。われわれの仕’」‘は，微
べきもない‘拝実である。さらにここで指摘しなけ　　妙な平衡感覚なしには，「必要悪」という要因を
ればならないのは，この疲労は，厳密には決して川　　制御し切れるものではない。
復しないということである。眼にみえない小さな　この平衡感覚は，「良識」という言葉におきかえ
疲労がもとになって大’］Fをひき起すことは明白で　　てもよいが、しかしさらに具体的な技術的裏づけ
あるのに，眼にみえないという理山だけで作品が　　にもとつく必要がある。この役割を果す最大の鍵
酷使されていることは，多くの人びとのために利　　は、作品の「健康状態」の把握にある。美術館と
川するという目的が間違いではないとしても、自　　その関係者は，作品の「健康状態」を作品の「美
制しなければならない問題である。端的にいえば　的ll旧直」に優先させる必要がある。これはやや一
作品の寿命にとっては，このIH：の一UJのものがマ　　方的な表現と思われるであろうが，私の真意は，
イナスの敷果しかもっていない一一一一時間の経過，　　作品の健康状態を整えることによって，作品の保
空気中に保存すること，U光の影響ドにあること　　存の良し悪しから解放されて，はじめて作品の美
といった物の存在の基本的な条件すらも，そうな　　的fl川直が客観化されることになるのだと思う。例
のである。まして作品が遠距離に運ばれ，その前後　　えば，黄色にやけた古いニスの下ではどんな名画
でちがった環境におかれるというよな“人為的な”　も，IEしい評価をうけ得ない。だがもちろんこれ
条件は，つとめて排除しなければならないのであ　　は循環する一一一占いニスを除去してあるべき状態
る。美術作品の保存とXl’ド」作品の教育的活用は，　　にもどす操作のとき，原状を証明する材料がない
つねにどの国どの時代においても相反する利害関　　限り、ニスをどの程度まで洗いおとせばよいかは
係にある。美術館はその対N71の中で，犠牲を最少　　美的な価1直判断によって決定されるのだ。として
限に喰いとめながら，最人限の利川を考えなけれ　　も，ともかくもまず作品の健康状態を管理し，思
ばならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　わしくなければ改善するためにT一をうたねばなら
このような本質的には解決不“∫能なジレンマを，　　ない。作品の物体としての存在を充全に確保する
現実的に調停することなしには，美術館活動は成　　こと一一一一健全なる肉体に健全なる「芸術」が宿る
り、7：たない。とすれば，　Jiだけに組みしてそれ　　のである。
を強行することなしに，両者を調停するには、ど　　そうあらしめるものは，すなわち保存の技術であ
うすればよいのだろうか。ただしまっておいたの　　る。つね日頃の健康管理、そして病気にかかった
では宝のもち腐れであるし，宝物をしょっちゅう　　ら治療する，：“期発見，そして手術…etc…それ
曝らしておいたのでは宝物の色をあせさせてしま　はまったく作品の「診療」とよんでよいものであ
う慎れがある。「利川」と「保存」という両極か　　る。医学の比喩は，すべての場合にあてはまる。
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医師がある局面での人間の生命をあずかるとすれ　　是非は別として，この1享属技術者は，たいてい個
ば，保存技術に携るものは，芸術の生命をあずか　　人的に自宅にアトリエをもち，美術館の保存担当
っていることになる。こうして修復技術者は，た　　技官の要請でもって，ノレーヴルのアトリエやその
んに修理するだけではなく，作品の物質的な而の　　他の美術館や現場で修復に従事する。さらに乖：要
すべてを直かに丁で触れて知ることのできる唯・　な役割としては，毎週火曜Hの休餌1「｜には，　二人
の役割をになうようになる。これは保存科学にた　　程の技術者が展示している全作品を点検し，美術
ずさわる科学者にも当てはまることだが，しかし　館に対してレポートを提出する。交替制ではなく
修復技術者は，実際に芸術の息を吹きかえらせる　　て，年間を通じて同・の技術者がそれを担当する。
ことも，あるいは不ニドにも失敗して息の根をとめ　　技術者のひとりと知り合ったが，彼は，担当にな
てしまうことにもなるという，さらに作品に密茄　　った年問は，火曜Hを軸にして月日がすぎていく
したところにあって仕‘∬をする。診察した［：で，　　といっていた。厳しい使命感というものを感じな
さらに手術をふくめた処置ができないことには，　　い訳にはゆかなかった。
芙術館という「現場」では保存技術の意味も半減　　また彼らのすぐれた眼は，特別展のための発送あ
してしまうから，美術館が求めるのは，実際に作　　るいは返送の前後に全作品を点検し，必要な処置
品をいじれる人間であり，その体験を数多くもっ　　を提案し、実行する。咋秋，ノレーヴルのアトリエ
た人が望まれる。　　　　　　　　　　　　　　を訪れたときには，今年ひらかれるアングルの没
私がconservateurの、γ場にありながら，あえて　　後100年記念展のために数点の作品を修理ll1であ
技術そのものを習得しようと志したのは，現在の　　ったし，17　iH：紀動物1両展の準備の一環として，大
芙術館の機構と，現在の汕彩画の修復家の不在と　　きな作品がどんどん運びこまれて丁入れを待って
いう「不毛」から一1－1にもlltくぬけ出すために、　　いた。1964～65年に’1］館でひらかれたモロー展か
技術者を外に求めるよりも，なかば自衛丁段とし　　らもどった作品のひとつも修理にまわっていたが
ての「内部変質」が速効性をもつと考え，未開の　　作品の移動にはこうした損傷をどうしても避けら
分野の開拓に微力をささげたいと思ったからであ　　れないことを如実にしめしている。　（モロー美術
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館に返送されたとき，開梱と点検に私も立ち会っ
さて，修復技術者の美術館における役割を，フラ　　たが，その時にはどの部位に損傷があるかを客観
ンスのルーヴル美術館を例にとってみてみよう。　　的に記録しており，それがどこで起ったものであ
（フランスの制度，機構がもっともすぐれている　　るかを問題にすることはなかった。梱包，輸送の
とか，「1本にいちばん適川し易いとかいう意味は　　処置も入念であり，完壁だと修復技師がいってい
少しもない。美術のみならず文化行政のあり方，　　たことをつけ加えたい。それにもかかわらず現に
仕組みを根本的に論じなければ，結論はあり得な　痛みが起っていることに心を向けて欲しい）。
いと思う）。この美術館の修復アトリエには，六，　パリの国、㌧1近代美術館においても，ほぼ同様のこ
し人の技術者がつねに働いているが，彼らは国家　　とが行なわれている。　（ただしここにはアトリエ
公務員ではなく、嘱託という身分である。これの　　が整備されていない）、，私は，　この美術館のIJJI：属
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修復技術者であるジャック・マレシャノレ氏に師事　　r定になっている（咋秋別れの拶挨を交わしたと
し，つねに行動を共にしたのであるが，1965年度　　きには、ブリュッセルの研究所で私がうけた講義
の近代美術館の修復活動としては、第1室のポナ　　のノートを貸してきたという楽屋話がある）、彼
一 ノレとヴィヤールの作品の点検とf一入れ，とくに　　がIV門家としてN‘tlってから10数年を経てのち，さ
緊急と思われた作品（ピカソ，ブラック，ルオー、　　らにこの種の試験を経ねばならないことは，厳し
デュフィ，ドローネなど）をその都度修理した。　　い制度といわねばならない。しかしこれによって
中でも、ピカソの「静物」は，U本展に加わった　　技術の水準が維持され向Lするといえる。それに
もので、返送されてみてカビのしみがひろがり，　　してもこれらの技術者はあくまでも嘱託であって
画面の表面にまで出てきた部分を処置するといっ　　これによって固定収を得ることはない。白営のア
た、いわば「U本の責任」を果すという意味を感　　トリエを構えるか，大きなアトリエに籍をおいて
じたりもした。占いニスを洗ったボナールの作品　 働きながら、国からのll：事を請けているという仕
2点には，特別展としてミュンヘンにあったとき　組みにはかわりないから、たとえルーヴル美術館
たまたま訪れて再会したが、1’1分のfレ1｝：のひろが　　のアトリエにホストのある技術者でも日1個1曜返
りをうれしく思った．　　　　　　　　　　　　　Lで仕事をしているというのが彼らの多くの実態
フランスの多くの修復技術者は，外国に多くの知　　である。従って彼らのfl：　’jFに「採算」がとれるか
人をもっている。Conservateurとともに，あるい　　否かという要素が人ってくることは免がれない。
はその代行として，外国で行なわれる特別展の作　　ここに、－L程，丁順の省略とか，材料の節減とか
品の管理に当る機会に，彼らは現地の技術者と協　　いう、マイナスの要因がしのび込んでくる危険が
同でfl：’jFをする。（1963年’fG館のf／1…lllrのために来日　　よこたわっている。
したジャック・マレシャノレ」氏のように，修理のため　　なかでも，補坂したマスティック（つめもの），修
に招かれることもある：）航海に出る船に船医がの　　IEのための絵具（水溶性），あるいはオリジナルな
り込むように，フランスも他の諸外国も近年必ず　　画を新しい麻布のヒに移し替えたりしたときに，
保存技術者をつけてくる一t日頃扱っている作品を　　充分な乾燥を行なえるかどうかは，修復の耐久性
もっともよく知っているのは、修復技術者だから　　を保証する最大のポイントといってもよいのだが
である。環境の変化に対する順応性の乏しい作品　　この点に関して私は，バリとブリュッセルの二つ
にとっては、不可欠の人である，これは外国に出　　のアトリエの間に大きな違いを体験した。ブリュ
す作品ばかりではなく，国内における移動の場合　　ッセルでは，乾燥のために少くとも2ヶ月間作品を
も同様てあるが、これは各地方美術館に配属され　 ねかせておく。それを可能にせしめるものはブリ
ている修復技術者も参加して行なわれる。フラン　　ユッセルのアトリエがE、tt：文化財研究所Institut
ス美術館総1、Tjは、地ノ∫美術館のために修復技術者　Royal　du　Patrimoine　Artistiqueにあって，
を選考して登録させているが，これは定期的に実　　フランスの場合よりもはるかに科学的にコントロ
施されているようではない。同じ1玉位の美術食官の　　一1レされ，そこに働く技術者たちは研究所自体の
専属であるマレシャノレ氏は今春この試験をうける　　アトリエて密度の高い集中的な作業を要求されて
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いるという体制である。8時’トから17時半まで，　　は，極力回避されよう。そして作品のために充分
昼1時間の休憩を除いて，勤務時間は厳ll三に管理　　な処置時間が与えられ，充分な予算が与えられる
され，もっぱら作品と取組んでいる。ここはX術　　ことが可能になる。修復作業から「採算」とか「工
館附属のアトリエではなく，修復のための独、kし　　期」という概念，要因がなくなることは，理想的
た研究所（中央研究機関）であって，作品の保存の　　には作品のために必要なことである。現実には，
ための科学研究をおこない，その成果によってア　　限られた予算の中でしか動けない訳であるが，し
トリエの作業をすすめ、調整するように組織つく　かし作品に丁を触れないうちにどのような処置を
られている。もちろんフランスの場合にも，ルー　　すべきかを決定することは出来ないし，技術者が
ヴノレ美術館は中央美術館としての性格一ヒ，ウール　　手をうこかしながら，刻々と損傷の状態，程度が
夫人の指揮するラボラトワール（科学保存研究室）　わかってくることの方が多い以一L、少くとも「エ
があって，修復を科学的にコントロールしている　　期」を限定することは不可能である（病人がいつ
が，、ヒて前は，コンセルヴァトゥールが現場と研　　までに治療できるかをはっきりといえないことと
究宝の間を結んでいる、，ベルギーの場合は，研究　　1司じ）。
所は，美術館から独、7：して，修復のための中央研　　アトリエの仕事が，緻密で根気のいるものである
究所となり，科学部門のスタッフがイニシャティ　ことは，多少とも修復技術を知っている人ならば
ヴをとって，アトリエと直結する仕組みになって　すぐにお分りいただけることである。科学的な技
いる（実際には連携上に多少の不満もあるように　　術が発達しても，実際に絵に手を触れる人の仕事
みうけられるが……）。私はここで科学的な調査　振りは，昔もこれからもあまり変りなかろうと思
方法や設備の詳細をのべる余裕はないが，しかし　　う。便利な設備ができても，作品に触れたときに
長い間の経験だけで作品を処理するのではなくて　　要求される技術者の伎禰というものは，生きつづ
緻密で入念な科学的調査を行ない，正確に記録し　　ける。科学的にコントロールされても，「職人芸」
ながら作業をすすめることについては，諸外国で　　をここで否定することは毫もない。修復というの
はすでに半世紀以上の歴史をもっていることを指　　は機械的な仕事ではないし技術者は機械のように
摘したい。個人のアトリエでは，それは容易では　　働くことは出来ない。科学者と同じ知識をもって
ないが，運営の機構はともかくも，公の修復一1二房　　作品の状態を理解し判断し，科学者のような冷静
ないし研究所を設けて，い隊的な規模でもって，　　さや緻密さをもって仕事をすすめるが，ただそれ
修復に専念てきる体制をつくりあげて，修復家の　　だけでよいというものではない。科学的に厳密で
勘による判断を科学的な判断におきかえ，独善的　　あるだけではどうにもならないものが，芸術作品
な修復に陥いるのを防ぐために，調査のフロセス　　にはつきまとっている。作品の洗いすぎがまま川
を科学的に拡充し，調査する人を複数化し，実際　　にされるが，これは技術的な失敗というばかりで
の修復工程を複数の人たちがチェックする。これ　　はなくて，作品に対する芸術的感覚の問題がある
がみごとに運川されるならば，作品が修復家の予　　のではないだろうか。技術者は，芸術的内容がゆ
で救いようのないものになってしまうということ　　たかでない限り，直かに作品に触れることはでき
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ない．海外で知り合った人たちは，修復作業の根　　おのずから明らかになるのであるが、これからそ
底にある芸術性の故に、この道にとびこんできて　　うした世代をどのようにつくりあげていくかを真
いるのであった。　　　　　　　　　　　　　　　剣に考える時期がきていると思われる。これは，
芸術と科学と技術が、作品の［”で調和｜的に結びつ　　X術館が文化の原動力たらんとするときの自己ヒ
いて，はじめて作品は創られたばかりの状態に近　　張としても，いかにして適格な新しい人づくりを
ついていくことになる。どのファクターも欠くこ　　するかを考える必要があるのだ。器をつくること
とができないのだが、技術者は直かに作品に1を　　よりも，人をつくることの方が，文化を拡大再生
触れて，一三者の結合を具現する役割をもっている　　産してゆくための先決の課題である。
だけに，芸術や科学のたんなる手足であってはな　　べ・レギー留学中，アトリエでも話題にのぼったの
らない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，現場の悩みを反映した提案として印象に残っ
技術者の地位は，そういう意味からみると、どの　　ている1965年10月2日のICOM第8回総会におい
国においても不当に低い。生まれつきの才’能もさ　　て採択された動議の・部をここに引川しよう。
ることながら，一・応の水準の技術を身につけるに　　動議No　8．「博物館スタッフの養成」のうち追加
はまず10年の年月を要することは，チェンニーノ　条文は一一一
・チェンニー二の時代と変ることはない。　学歴と　「1．博物館の種類を問わずすべての博物館スタッ
いう点でも，とくにヨーロッパては大きな障害に　　フは，大学において教職にある者と同等の資格，
なっている。職能のIlからも、彼ら技術者は美術　　職責にある場合には，それに相当する地位を勺・え
館のconsevrateurや科学研究宝の研究者たち　　られねばならない。　資格，　職歴が同一iの場合，
のように、研究報告や調査報告を発表するN’t：場に　　すべての博物館のスタッフは教職又は他の文化科
はなく，ただ黙々と仕事るするだけ。しかも修復　　学の研究機関に従‘jgする者と同一・の地位，賃全を
報告は彼ら自身の千でなされる場合はすくなく、　　受けるべきである。
文献1汲らは世の中に出ない。保存技術の領域を　2．博物館のconservateur（f呆存技官）を志望
科学者がリードする咋今そうしたことに対する不　　するものは，人学卒業の資格を有すること。特殊
満が、きかれないこともないc端的にはあまりに　　能力を有する志望者は例外として認めることがで
も理論に走りすぎているとか、作品がわからない　　きる。
とかいった表現に要約されて出てくるのであるが　　3．　博物館のconservateurの志望者は，志望す
逆にいえば，芸術の作品のわかる科学者をつくる　　る博物館の種類を問わず，大学又は高等㌧し［門学校
ことも，・fil要な問題であることに気付かれるだう　　において博物館学を含む　post　gradueeの課程
う。また美術館もこれまでのように美術史だけを　　を経ねばならない。この課程は理論と演習の双ノJ
W〔攻した人たちで運営されたのではいけないこと　　を含むこと，これはひとつの博物館でインターン
も明らかなことである。科学的な管理が出来る知　　（医学教育で川いられるものと同義）という形で
識と技術を活川しうる能力が要求される。ここで　　代えることが出来る。教科には基礎教科として，
美術館の「体質改善」がおもむいてゆくノ∫向が，　　芸術作品の科’学的試験法，志望者の専攻課llを設
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けることができる。post　gradu6eの研修に対し　存技術の比tTi：はしだいに増ノくしてきているが，技
て修∫証書を授けなければならない。　　　　　　術を使いこなせる人間を育てることは決して容易
4．　Conservateurおよび博物館の他の専門家は　　なことではない。
博物館の平常勤務のほかに科学的研究および作業　　修復技術者の地位を高めることの前に，油彩1両に
のために必要な時間と便宜を与えられねばならな　　関する限りは，まず技術者を生み出していかねば
い。国内及び諸外国において，他の博物館におけ　　ならないのであるが，この報いのうすい忍耐の多
る研修とかゼミナールや会議への参加などによっ　い仕事にどれだけの人をひきつけることができる
て，専門的知識及び技術の拡充の機会を与えるこ　　かが問題であるし，養成機関にしても受入れ先の
とは不可欠なことである。　　　　　　　　　　　限定されたこの領域でどれだけの数の人を教育す
〔保存と修復のスタッフ〕　　　　　　　　　　　ることが，わが国のためにも当人のためにもよい
5．保存科学研究室の科学スタッフは，化学，物　　か，問題は大きい。フランスが国立の養成機関を
理学，生物学を学んだ人学卒業者から採川しなけ　　もなたいことにも，それなりの理山があるように
ばならない。そして以ドの二つの領域でさらに研　　思われる。
修しなければならない。　　　　　　　　　　　　　フランスの若い志望者はローマのレスタウロ（修
一一歴史，人類学，考占学，文献学，自然科学史　　復研究所）に留学するか，あるいは街中の修復技
など，採川される博物館の種類に応ずるもの。　　　術者の許に入門して，国の機関に入ることに備え
一一文化財保存に関する科学的特殊研究。　　　　　る。その間はもちろん，国のアトリエに入っても
6．美術作品の修復技術者と一般的な保存技術者　　既述した通りの不安定な身分である。私のいった
は，1享門とする分野の伝統的な技術，芸術史，科　　第二の国ベルギーにおいても，修復技術者の養成
学に関する充分な知識をもっていなければならな　　については大いに議論のあるところであった。三
い。美術品の修復技術者は，とくに芸術的感覚に　　年を一周期にして、英，仏，フラマン語による講
恵まれていなければならない。この活動分野では　義が3ケ月，あとは各部門のアトリエでの実習と
大学卒業の資格を得ることは稀れであるから，こ　　いうプログラムで学生をうけいれているが，ベル
のスタッフの地位および貸金をconservateurの　　ギー国内に対しては，王、7二の研究所でありながら
地位および貸金と同一・にすることがITi：要な課題で　　自国の人々にはせまき門である点での不満もない
ある。　（以下省略）」　　　　　　　　　　　　　ではない。しかし私には幸いに，諸外国からあつ
すでにわが国で制度化されている点もあるが，以　　まった若い科学者や修復技術者とともに学ぶこと
上の動議においては博物館スタッフの地位を高め　　ができたが，その中でもconservateurの系列に
ることを要求すると同時に，スタッフ及び志望者　　ある私が修復の実技を1ソ攻することを驚く人が少
にも博物館独自の知識，技術の習得を求めている。　なくなかった。「帰国後も技術家としてつづける
そして条文は，博物館における照明，空気調節な　　のか？」という私に対する質問は，彼らにとって
どの保存技術のための他の1↓qllJ技術者を軒壬とし　は自然なことであろうが，私としては、　U本の現
て雇川することも勧めている。美術館における保　　状がX術館の内部から技術者を育てることを要求
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していることのII‘ll接的な証しという意味でも，現
在担当している陳列保存の部門で，修復の技術を
生かした活動をつづけていきたいと思っている。
そして動議にあるように修復技術者の地位が、
conservateurと同・になるべきという声が，私
個人の場合には満たされているという点でも，偶
然のこととはいえ，口本が世界にtl［して新しい構
想のドに夫術品の保存の体制をととのえていくと
きの・つの布石となれば幸いと思う。
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作品研究
ブールデルとアナトール・フランス
高階秀爾
アントワーヌ・ブールデル（1861－1929）がアナト
A　　”　N繊ぐ　。繊　ぷ　　　　　　　一ル・フランス（1844－1924）にはじめて会った
のは，1911年のことであった。当時ブールデルは
その代表作k，’．」を引くヘラクレス》（1910年のサ
ロンに出品）によってようやく人びとにその名を
知られるようになったばかりであったが，アナト
ー ル・フランスは，すでにその主要な作品を発表
しており，赫マたる名声を享受していた。彼らが
知り合うようになったのは，その前年に世を去っ
たギリシア生まれの詩人ジャン・モレアス（1856
　　　しかったブールデルが自分の記念碑像模型を提出
　　　してからである。アナトーノレフランスは，文壇
　　の大御所として，その委員会の委員長をしていた
　　が，ブールデルの模型に感心して，彼に記念碑像
　　の制作を注文することに決めた。ブールデルの模
　　型は，高い墓碑の．Lにモレアスの胸像を置き，そ
　　の胸像を半ば覆っている布を墓碑の傍らに立って
　　いる女性が引き．ヒげようとしている構成であった。
　　　しかしその後，委員会の内部で，モレアスがギリ
灘　　シア人であったことから，ギリシアの彫刻家ディ
　　　ミトリアデスを推す動きができて，結局パリに建
　　てる記念像はディミトリアデスに依頼するが，そ
　　の交換条件として，ブールデルにはアテネの町に
　　記念像を建てて貰うということで話がついた。し
　　かし，結局ギリシアは彼に注文を出さず，ブール
　　　デルの模型は遂に模型のままで終ってしまった。
　　その後，1919年になって，ブールデルはフランス
　　に対し，胸像を作らせてほしいと申し出た。ちょ
　　　うどその頃、アナトール・フランスはブールデル
　　の義兄にあたるクーシュー博士Dr．COZtCIZOZtdの
アントワ＿ヌ．ブ＿ルデル《アナト＿ル．フランスの肖像・、　　　病院に住んでいたので・ブ　ルデルとしても話が
1919年国立西洋美術館所蔵　　　　　　　　　　　　　し易かったのであろう。アナトール・フランスも
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ブールデルの才能を高く評価していたので，☆ん　　が，しかし，彼が特異な力を持ったノく才であった
でその申し出に応じた。　　　　　　　　　　　　　ことは認めていた。次ぎのアナトール・フランス
ブーノレデルは，クーシュー博1：の病院で早速仕事　　の一節は，ブーノしデノレに対する彼の傾倒ぶりをよ
にとりかかることとなった。フランスは，毎朝起　　く示している。
きるとすぐに，自慢の髭を」‘寧になでつけてから
部屋茄のままポーズしにやって来るのだった。と　　「ブーノレデルは，われわれの時代の最も偉大な彫
ころがある朝，時間がなくて、フランスは髭のア　　刻家である。最も偉大で，最も高貴で最も力強い
入れをしないままポーズにやって来た。彼の髭は　　彫刻家だ。芸術の歴史においてこれまで彼以一Lに
寝ているあいだに，すっかり左の方に寄ってしま　豊饒で，彼以一Lに力に満ちた天才がかつてあった
っていた。これを見たプーノしデルは，その方が表　　だろうか。私は彼のlliにただひとつの欠点しか認
現効果があって面白いから，今後ずっとそのまま　　めない。それは彼が時に可能なこと以一Eのものを
でポーズしてくれと頼んだ。その結果出来一ヒった　　望むことだ。だがそれは高貴な欠点と言うべきで
胸像でも，髭は左右均等ではなく，ずっと左の方　　あろう」。
に偏って表現されることとなった。
また、この胸像は，珍しいことにE半身に何の衣　　ブールデルのJVも，むろんこの文壇の大家を深く
裳もなく，裸のまま表現されているが，それも，　　尊敬していた。あるH，アナトール・フランスが
ブールデルの望みであったという。この胸像が発　　ブールデルの作品は確信に満ちていると褒めた時
表された時，有名なビガル作のヴォルテーノレの裸　　フールデルは，「自分の作品を見れば誤り1こ満ち
像に倣って，アナトール・フランスが自分をヴォ　ているという確信しか持てません」と答えた。そ
ルテールになぞらえて裸像を作らせたのだという　の時アナトール・フランスは自分の著作を一部取
ロ箪が流れたが，事実はブールデルが「アナトー　　り出してブールデルに示した。当時フランスは名
ル・フランスの裸体は彼の文体と同じように典雅」　声の絶頂にあったが，その本には，フランス自身
だと思ったので、彼の方から懇望して裸像にした　　の手でほとんど毎頁、書き込みや訂IEがしてあっ
のだという。この作品の原型が川来上った時，ア　　た。そしてフランスは，静かに「自分に満足でき
ナトール・フランスはその出来栄えにすっかり満　　る者は愚か者だけだ」と言ったという。
足して，自から“Anatole　France”と自分の名
前を彫り込んだと伝えられる。それに続けて，ブ　参考文献：
一ルデルがAntoine　Bourdelle　1919と彫り込　Michel　Dufet“Deux　amis：Anatole　France　et
んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bourdelle”Bttlletin　4κMz，s6εIngres，　No．12，
もともとアナトール・フランスは，美術作品に対　　1962・PP・3－4・
しては，フラディエやフラゴナールなど，どちら
かと言えば18世紀のロココ風の趣味の持主であり
ブールデルの作風には全lrll的に賛成ではなかった
61
クリヴェルリ作ある僧正の像
佐々木英也
t
乏
1
左：クリヴェルリある僧正の像国立
西洋美術館所蔵
上：聖ロレンツォ　ルガノ、ティッ
セン・コレクション
右上：　聖アゴスティーノ、ユトレヒ
ト，大司教美術館所蔵
右下：’洗礼者ヨハネ　オックスフォ
ー ド・アシュモレアン美術館
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カルロ・クリヴェルリCarlo　Crivelli（1430「35　1ia〃、Pictit　r（・s　o．f’〃ie　Re〃（tis5（t〃（’e，　Ve〃etia〃
一一 1494以後）は　祭壇111ilの画家．1とよばれるよう　　School，2vols．，　Tome　1，　London，1957のカノレ
に数多くの祭壇画を残している，ヴェネツでアの　　ロ・クリウェルリの項に「ロンドン、パトラー・コ
∠、ラノ派の系統から出、初め後期ドイツ・コシッ　　レクション旧蔵オーカステイン（アウクスティヌ
クの影響も強く受けたと考えられるが，lll年以後　　ス）：とだけ記載されているというように，ごく
は彼と1・引ll：代のマンテーニャ，ジョウァンニ・べ　　わずかの記述しか見られなかったが，ヒ記の1961
ルリー二，コスメ・トゥーラの芸術からも多くを　　年の諸研究によって，製作年代や原初の状態など
学びとった形跡がある、カルロは激しい性格の持　　がかなり明らかとなってきた。それらを紹介する
主だったらしく，若いとき（1457年）にlli煤iの［11il　1〕　ifにまず来歴について知れるところを記すと，画
家の妻を奪って刑事々件をひき起し、200リレの　　面の裏に貼付されたラベルからして，この作品は
罰金と6ケ月入牢の憂日に逢い，その後中部イタ　　Charles　Butlerコレクションからロンドンの111fl
リアのマルケ地方に逃れ，アンコーナ、アスコリ　商Dowdeswell＆Dowdeswellsに移り，そこ
などで生涯の大’ドを送った　これらのL地の教会　　から松万氏が購人したと思われる，その後わが国
堂のために描いた多くの祭壇画が後にばらばらに　　に来て松ノ」コレクシ。ン分散後は某会礼の所有に
分解されて各国の美術館や収集家の下に渡り、そ　　帰し、1963年にいhf／1西洋美ill：」館がこれを購人した
れらがもともとどこに所属し，どのような構成を　昭和5年に開かれた「第3回松方氏蒐集絵1両展覧
とっていたか，これを確定することがクリヴェル　　会」の川録番り’24（編集発行人石井柏亭）にはこ
リ研究における「巨要なテーマとなっている。　　　　の作品が、或る僧IEの像　（ヴィットリオ・クリヴ
1961年にヴェネツィアで開かれた「クリウェルリ　　ェルリ作）として掲載されている。ここに出てく
とクリヴェルリ派」展は，クリヴェルリに関する　　るヴィットリオ（ヴィットーレ）とはカルロの弟
もつとも爪要な展覧会であり，同時にこの年には　　である。彼は兄カルロの影響を強く受け，その｜ニ
クリヴェルリに就ての注日すべき著，｛…論文がいく　房で協力した人で，両者いずれの作品か問題とな
つか出版された。同展を組織したピエトロ・ザン　　ることが多い，石井柏亭氏がいかなる根拠によっ
ヘッティPietro　ZampettiのカタログCrive〃～　てこれをヴィットーレの作としたか不明であるが
eiCnlre〃esclii，　Venezia，1961、と同じ著：K一に　　おそらく’1111S行われていた意見に従ったのであろ
よるCar／o　Cノ’i～，ε〃～，　Milano，1961，アンナ・ホ　　う（例えばベレンソンは初め　In　vei7　tario　degli
ヴェロAnna　Boveroの　Tutla　la　pittu〃’（I　d（・l　ogg〃～d’arto　de〃cJ　pro～’i〃cie　di　A〃co〃a　e
Crivelli，　Milano，1961，またフェデIJコ・ゼーリ　・4scoli　Pic’e；io，　Roma，1936，のliTで後に述べる
Federico　Zeriの論文“Cinque　schede　per　　洗礼者ヨハネ　などと共にこれをヴィソトーレ
Carlo　Crivelli”，・4rte　A〃tica　eルVoder〃a，1961，　の作とし，後に1957年の前掲ll｝でカノレロの作と訂
p．158－176，などである，　　　　　　　　　　　IEしている）、
い粒：西洋矧’llf館所蔵、ある僧1にの像　については　　さて　ある僧ll：の像・の属していた祭壇画の内：構
それまで例えばベレンソンB．Berensonの1ta一　成の問題であるが、ザンヘッティはゼーリの説を
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ほぼ承認しているので，ゼーリの前掲論文に則っ　礼者ヨハネ》の縦の寸法が足りないのは，板絵の
てみてゆきたい。　　　　　　　　　　　　　一ド部が傷んだので後に切り取ったためである。
ゼーリはまずベレンソン前掲書第165図にみえる　　次に製作年代の問題に移ると，これらの作品はべ
カルロ・クリヴェルリの多翼祭壇画（ロンドン，　　ルリン美術館の《聖母子とペテロと聖人たち》の
ブリンスレーマーレー氏旧蔵）の復原的再構成　　祭壇両（1488年）ときわめて類似点が多く，1480
に疑問を提出し，その中央上部に置かれた《聖ロ　年代の末の作品にちがいない。とすればここに有
レンツォ》をこの祭壇画とは別個の3点の板絵と　　力な資料がひとつ残つている。つまり1487年7月
結びつけ，これらでひとつの群をなすと考えた。　　16口に「アスコリに住むヴェネツィア市民………
そこに国立西洋美術館作品が登場するわけである。　両家カロルス」がカステル・サン・ピエトロのサ
いまそれらを列記すれば，　　　　　　　　　　　ン・ロレンツォ聖堂の司祭フラ・グラツィオ・ディ・
《聖ロレンツォ》テンペラ，板絵，58×35cm（ル　　ロレンツォからこの教会堂の祭壇両製作のため前
ガノ，ティッセン・コレクシ。ン）　　　　　　　　払いの金を受け取ったという記録である。ただゼ
《聖アゴスティーノ（アウグスティヌス）》テンペ　　ーリは必ずしも断定しているわけではなく，さら
ラ，板絵，57×38cm（ユトレヒト，大司教美術館）　に今後の研究が必要なることを附言している。も
《洗礼者ヨハネ》テンヘラ，板絵，73×35cm（オ　　しこれら4点の作品がカステル・サン・ピエトロの
ックスフォード，アシュモレアン美術館）　　　　　祭壇画に属していたとすれば，そのときカルロの
《ある僧正の像》テンヘラ，板絵，132×35cm（バ　助1をつとめた者は「通称ギリシャ人ことミケー
トラー・コレクシ。ンlll蔵，国、Z西洋美術館）　　　レ」という人物であった。
ところでゼーリはべレンソンと同様に西洋美術館　　前述のようにザンペッティはこの説を承認し，そ
作品を《聖アゴスティーノ》とし，ユトレヒト作　　の著書Carlo　Crivelliでは上の4点をはつきり
品を《ある僧正》としているが（ザンペッティで　　とカステル・サン・ピエトロの祭壇画と結びつけて
はこれと反対に西洋美術館作品が《ある僧正》で　　いる。これに対してボヴェロはゼーリ，ザンペッ
ユトレヒト作品が《聖アゴスティーノ》），混同を　　ティに同調せず，カステル・サンピエトロ祭壇画
避けるために今は上のように記しておく。　　　　を「失われた作品」に入れ，国立西洋美術館作品
これら4点の作品でもっとも共通するものは横幅　　について何も記していない。そして《洗礼者ヨハ
の寸法と背景の植物装飾紋様であり，人物描写，　　ネ》を正当作品から外し，伝「クリヴェルリ」と
その描線の性質にも同一時期の作と思わせる要素　　している。また《聖ロレンツォ》と《聖アゴスティ
がたしかに認められる（中では《洗礼者ヨハネ》　　一ノ》（ボヴェロもこれを《ある僧正》とする）
の表現がやや弱く，助手の手を多く感じさせる）。　については，両者ともに1480年代の終りか90年代
問題は各作品の縦の寸法が異る点にあるが、ゼー　　の初め，つまり作者の晩年の作品であり，そこに
りによればこの祭壇画は二つの半身像《聖ロレン　機械的なくりかえし，一種のマンネリズムが認め
ツォ》《聖アゴスティーノ》と二つの全身像《洗礼　　られ，弟子の手が大幅に介入していること，しか
者ヨハネ》《ある僧正の像＞＞から成っていた。《洗　　しカルロの作、ll，として承認できる旨述べている。
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文献紹介
一セザンヌの芸術」
Kurt　Badt，　Kt〃nstα之α1η～ε∫，　Prestel　Verlag，　MUnchen，
1956；English　edition：T／le　Art　of　Ca2amte．　Faber＆Faber，
London，1961．
rtセザンヌの芸術一とはい一，て《、本，ll：はセザンヌ芸術の　楽との親近性を指摘するのであるが，その際もこれにか
すべてを細大t、らさず網羅した総合的な研究では決して　　らませて，すでにポードレー－ILやドラクロワ等が看取し
ない一このことは日次を一・瞥すれば明らかであろう、す　ていた音楽と絵画との類縁性について一一般的な幅広い考
なわち本，障は序章を除いて全s～；ilよりなり，第1章が　察を展開してゆくのである．また同じ章で，セザンヌの
「セザンヌの水彩技術：，以ドーカルタ遊びをする人々」　水彩一　油彩も同様であるが　　において常に重要な美
「セザンヌの象徴」三義と彼の芸術における人間的1生格」　的交力果を示す占：について，litに空気の厚みを感じさせる
「R6alisationの問題1そして終r；《がnセザンヌの歴史　ための，すなわち空気遠近法的な口的からこの色彩に
的位置および意義」となっている一このような一見相tll　　過度に．頼一，た印象ヒ義者達（バットによればセザン
の脈絡を欠いた独立的なテーマを抽出することによ一，て　　ヌは　一度たりとも印象1三義者だったことはなかった」）
セザンヌ芸術に関する・、ll：を構成したところにすでに著　の場合と峻別して，セザンヌの吉のもつ独自の意義を解
者独白の方法論的な特色がうかがえるが、これは芸術研　明するのであるが，その際もこれに関連して絵画のみな
究に関する彼の次のような考え方にもとずくものである．　らず文学にあらわれたltiについて古代から近代に至るま
すなわちバットによれば芸術　　芸術一般であれ特定の　で幅広く渉猟し，ひとつの興1味深い「“i：の歴史’ともい
個人の芸術であれ一一の本質にふれるためには，たとえ　うべきものを構成している、そしてこれによってセザン
ばしばしば行なわれるような時代的（伝記的）な1則而に　ヌ的なi㍉i一の特性カミ広い歴史的な視野の内により鮮明に浮
そった「白：線的な思考過程1（ein　gradliniger　Fortgang　き彫りされることにもなる0）である．しかしながら本，Ilr
im　Denken）によるよりも，むしろ芸術の本質をひと　の中でも著者が最も力をそそぎ，かつユニークな解釈が
つのlijの中心とみて，そのllJ周一Lの異った部分にしかる　みられるのは，第2，第3章のセザンス芸術における人
べきアフローチの拠点を求めるべきである。また逆に、i’　問的（運命的）要素ないしは象徴的性格の解明において
えばこのようないくつかの点の軌跡が結果的には芸術の　である・著者は程度の差こそあれセザンヌ芸術全般にわ
本質を中心とするひとつの1’Jを構成することが要請され　たって支配的なあの静物lll耐な不動性，人をよせつけぬ
るわけである・そしてこのような要請をみたすために著　ある種の冷やかさ，　・見感動性に乏しい硬ばった画面の
者’バットが選び出した中心へのアプローチの拠点がすな　表情等をもって，彼の芸〒ll：∫を「生に迂遠な」（lebensfern）
わち一Lに示した5e；f：なのである．　　　　　　　　　　あるいは一人間不在の　（aussermenschlich）芸術とJIS，1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定するF．Novotonyや，彼と同様，セザンヌの芸術に
しかもこれらのそれぞれに異一，た視点をそなえた各1；il　　視覚的経験にk・j’する極度の精神的情IM｛ξ関心性」（、ein
は，iicに標題に示されたような問題0）みを考察するので　Zustand　ausserster　Teilnahmlosigkeit　des　Geis一
はなく，これを軸としながらそれに附随するいわば衛星t　tes　und　der　Seele　an　den　Erlebnissen　des　Auges）
的な問題をも豊富にとりあげ，これらにもゆきとどいた　を百取し，その「純粋性：，すなわち此岸的，人間的な精
照明をtJ・えているのであって，これにより本，｝Fはセザン　神性のク（如（換、：すれば‘感十iii一移入の拒絶」（Ein　Ver・
ヌの単なる特殊研究とは違った幅の広さと奥行とをえて　sagen　der　EinfUhlung）を手li摘するH．　Sedlmayr等
いるのである’例えば第1章の「セザンヌの水彩技術．　に反論し，彼の芸術の総体は，19世紀の偉大な芸術の多
では彼ノ）水彩を「セザンヌの精神の最も純粋な体現｝と　くがそうであ一，たように，　・人の人間の「偉大なる告
みてその造形的分析を試みる．・方，それが本質的には　白・であり，「創造するぞ，のの苦悩とその超克　の歴史
r没対象的．（gegenstandlos）である点に着［して音　であるという立場をとる．そしてそのIE統性を裏づける
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tため，また同時にセザンヌの芸術を「純粋」ないしは 「存在（Sein）に対する余りにも深く偉大な観照」ゆえ
「絶対」絵画とみなす前記NovotonyやSedlmayr等　に現代の芸術家ないしは流派にとって，その遺産を全的
に対する反証の論拠として取り上げたのが「カルタ遊び　に継承することは不可能であったことを結論としている。
をする人々」であり，「マルディ・クラ」（Mardi　Gras）　以上本書を全体としてながめた場合，ここにはセサンヌ
であり，あるいはまた「数珠をもった老婆」等々である，　芸術に内在する複雑な問題性がそのまま現われているよ
特に前二者の作品を分析するに当って，著者はセザンヌ　うであるが，個々の問題に示された著者の見解に対する
が20才の時友人のゾラに送った一通の手紙とその余白に　賛否は別として，・このような問題を提起し，これらを執
描かれたデッサンを重視して，これより当時のセザンヌ　ように追究したことR体にすでに，ひとつの試みとして
の精神状況を解明し，それがいかに上述のような後年の　の本書の大きな意義があるといってよいであろう．
諸作品に反映しているかを追究しているが，その際目立
つのはフロイト（本書には直接の言及はないが，彼のレオ　なお，著者のKurt　Badtは1890年ベルリン0）生まれ，
ナルドの「聖アンナ」等の解釈が著者の発想法に多かれ　ベルリン，ミュンヘン等で歴史，美術史，哲学等を研究
少なかれ影響を及ぼしていることは明らかである），C．　一一’時ロンドンのワールブルク研究所で活動したこともあ
G．ユング等を直接間接に援川しながら，上記のような　　るが教壇にはたたずfree　lanceとして著述にΨ念して
セサンヌの作品に精神分析的な解釈（ここで若いセザン　いる。著書には本，q：θ）他くく　Modell　und　Maler　von　Jan
ヌと彼の父親およびゾラとの人間関係が決定的に重要な　Vermeer》（1961），《Die　Farbenlehre　van　Goghs〃
意ll未をもってくる）を加えていることである。これはお　（1961），《Raumphantasien　und　Raumillusionen》
そらく従来のセザンヌ文献には求められない本ll：の新し　（1963）．＜＜Eugene　Delacroix＞＞（1965）等がある、
さのひとつであり，この部分だけでも本，！1：のユニークな　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千足仲行）
価仙を十分に保証しているといっても決して過言ではな
いだろう。　（ただしそれだけに著者θ）解釈をめぐって様
々な異論の出そうなところでもあるが），
第4章の「R6alisationの問題」においても著者の努力
はセザンヌが対芸術，対自然との闘いの中からいかにし
て自我，換言すれば彼をかこむ一切の現象（外面）的世
界に内在する「永続的な一者（das　Ein，das　bleibt）に
対する彼独自の立場」を造形的にr6aliserしていった
かの究明にそそがれている。
第5章の「セザンヌの歴史的位置と意義i」においてはセ
ザンヌとフッサン，ドラクロワ，クールベ，マネ，ピサ
ロ等の影響関係を中心としながら，彼の芸術がこれらの
先人および同時代人達の芸術の「綜合」（折衷ではない）
であると同時に，「ひとつの時代の終末」でもあり，その
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資料
歳出歳入表
歳出予算表（単位千円）
事項　年度　　　　　　　　　29　　32　　33　　34　　35　　36　　37　　　38　　39　　　40　　　41
国立西洋美術館運営費54，500150，00073，81615，82022，98122，88236，806138，91179，80691，636144，713
人に伴う経費　　　　　　　　　　　　　1，902　6，921　8，89814，71816，82819，39322，46926，47229，455
庶務部運営　　　　　　　　　　　　　　2，289　5，679　8，315　4，553　5，066　5，476　6，129　6，580　6，660
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10、000）（30，000）（30，000）（30，000）（50，000）
事業部運営　　　　　　　　　　　　　　2，485　3，220　5，221　2，14412，27532，97733，80633，81155，180
特別展開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17，836　8，66511，14040，902
巡回展開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，135　2，139　2，143　2，147　2，151
博物館等特別経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　455　　489　　385　　385　　379　　523　　600
一般研究費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92　　106　　117　　129　　129　　129　　129　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1施設設備整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　872　　　　70，576　6，08610，834　9，636
国立西洋美術館創設費　　54，500150，00067，140
備考
1一事業部運営欄（）書は，美術作品購入費である。
2一昭和38年度施設設備整備70，576千円は、講堂および事務庁舎の新営費である。
歳入実績表（単位千円）
事項　年度　　　　　34　　35　　36　　37　　38　　39　　40　　41
雑収入　　　　23，39515，16610，58919，64724，50143，99726，15028，236
入場料等収入　　22，60614，36510，25919，16724，09643，61725，80827，726
　　　　　　　　　　　　　　　　　1その他　　　　　　7891　801　330　　480　　405　　380　　342　　510
年度別入館者総数（含特別展）
昭和34年度　584，861　　昭和38年度　　442，884
昭和35年度　400，218　　昭和39年度　1，003，284
昭和36年度　280，146　　昭和40年度　　319，987
昭和37年度　299，419　　昭和41年度　　690，　231
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67
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↑耀テ㌣　　　顯㌫　党1放明　綱官　輪献
国、「ノ：近代美術βll長　　　　　　　　　　　文部’1酪官　　　　川・橋さち子　　　　‘　　　　　　　　人竹乙弘
蕊劉酬s　　矧酬　小松伝ノ＼　　　州券リノ
坂竺い　　　　　却鵬TI’　戸麟・r　‘　　　釧針曇耀」”i11’11　　　　　文綱形官　原川m子　‘　　　木藤隆司
日本芸術院長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平llli6了’r一
高橋誠一▲郎　　　　　　　　　　　　　　　丈部’lii務官　　　　i兵川孝’
轍脚轍　　　　　　樋日4S、　事業課㌫嘉川」、　　　　　　　　　1、－1：堂向　　妻灘苫　　’j糎郎
：麟　　文～朧　灘1杏イ系長ll‘lll州刀
撒竃誕委員　　　　　川・｜1紺　燃官　佐々木弛
懸嵐縁・搬長　　　荒燥　欝鳥蹴穴シこ衰
松方一：郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棚橋美智子
21織測郷　　　　鞭し子　撒：1：「．三江光彦
欄ll川醐食陸　　　　　　　川1ぱ　　濡鷲芸報係長高階禰
；懸長　　　罐㌫　榎担　　灘㌘　千川行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部‘1溺官　　　山／sc　II．～志　　　　　　文部・1筋廿　　　荒井．江
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